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平成２８年第３回邑南町議会定例会議事日程（第６号） 
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議案第３８号 邑南町農地有効利用支援整備事業分担金徴収条例の廃止について 
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議案第４０号 邑南町行政不服審査会条例の制定について 
 
議案第４１号 行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
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議案第４２号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について 

 
議案第４３号 邑南町職員の退職管理に関する条例の制定について 
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議案第４７号 邑南町土地基盤整備事業分担金徴収条例の制定について 
 
議案第４８号 邑南町第２次総合振興計画の制定について  
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て 
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いて 
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て 
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議案第６３号 平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計予算について 
 
議案第６４号 平成２８年度邑南町下水道事業特別会計予算について 
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日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
 
  議案第６６号 広島県安芸高田市の公の施設を区域内に設置することに関する協議に

ついて 
 
  議案第６７号 邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関

する条例の一部改正について 
 
日程第６ 閉会中の継続審査・調査の付託 
 
日程第７ 議員派遣について 



平成２８年第３回邑南町議会定例会追加議事日程（第６号の追加） 
 

平成２８年３月１７日（木）  
 
 
追加日程第１ 町長提出議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
 

    議案第６８号 副町長の選任の同意について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２８年第３回邑南町議会定例会（第６日目）会議録 

平成２８年３月１７日（木） 

―― 午前９時３０分開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開議宣告 

●議長（辰田直久） おはようございます。定足数に達しておりますので、これより本日の

会議を開きます。本日の議事日程は予めお手元に配布したとおりでございます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

●議長（辰田直久） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１０番日野原議員、

１１番清水議員お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

●議長（辰田直久） 日程第２、一般質問。昨日に引き続き一般質問を行います。通告順位

第７号、中村議員登壇をお願いいたします。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） ９番、中村議員。 

●中村議員（中村昌史） おはようございます。９番中村でございます。えぇと、最終日の

トップバッターを務めさしていただきます。えぇ、１時間になりますかどうか分かりま

せんが、お付き合いのほどよろしくお願いいたします。えっと、今回は、二つの問題に

ついて通告をしております。えぇ、通告に沿って質問をしたいと思います。えぇ、まず、

最初に、えぇ、目的基金の運用について問いたいと思います。えぇ、まちづくり推進基

金、えぇ、地域振興基金、えぇ、この二つについて問いたいと思いますが、えぇ、これ

らの基金の設置の経緯とその原資、それから設置から現在までの動き、えぇ、および基

金の設置目的、これについて問いたいと思います。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、ご質問の基金の関係でございますけれども、まず

始めにまちづくり推進基金でございますけれども、これは邑南町の基本構想、これは邑南

町における総合的かつ計画的な行財政及び町政の運営を図るための構想ということで、こ

れは邑南町総合振興計画をさしております。これに即して行う事業の実施に要する経費に

充てることを目的としまして、合併時の平成１６年１０月１日に制定されたものでござい

ます。合併当時の基金の額でございますが、１億６千８２４万４千円ございました。えぇ、

その直後、合併初年度において、７億２千７０２万８千円を増額いたしまして、その年の

年度末には８億９千５２７万２千円となっておりました。その後、三位一体の改革による



交付税の減額措置等が行われまして、財源の確保が非常に困難な時期が続きました。それ

によりまして、平成１７年度から平成１９年度の３年間の各種事業の財源を確保するため

に、その間で７億６千４００万円余りが取り崩されております。結果、平成１９年度末の

基金残高は、１億３千２９６万６千円となりました。以降、今年度までは、利子を積み立

てるのみでございまして、平成２７年度末では、１億３千４６０万８千円の残高と見込ん

でおります。それから、えぇ、地域振興基金でございますけれども、この基金は、旧合併

特例法に基づきまして、邑南町の一体感の醸成、自治振興組織の育成、地域住民の連帯の

強化に資する事業の推進の財源に充てるため、合併特例債を財源としまして、平成２０年

度に設置したものでございます。基金の積立は、平成２０年度と平成２１年度の２ヵ年で、

１５億６千４７０万円を積み立てております。この基金の運用益につきましては、毎年一

般会計に繰り入れまして、自治会活動補助金の財源としているところでございますけれど

も積み立てた１５億６千４７０万円につきましては、えぇ、積み立て後の取り崩し等は行

っておりません。また、この基金は、合併特例債を借り入れて基金の原資としておりまし

て、その償還が平成３１年度まで予定をされているものでございます。以上でございます。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、えぇと、二つの基金についてご説明をいただきました。え

ぇ、まちづくり推進基金については平成１６年から、えぇ、今１億３千４６０万円あま

りがあると。それから、えぇ、地域振興基金については、平成２０年、２１年に合併特

例債を借りたものを積み立てておるということのご説明でありました。えぇと、通告に

ありますように、私は、あのぅ、これらの基金をですね、えぇ、地区別戦略の実現に活

用すべきではないかということを提案をするわけでありますが、えぇ、その二つの理由

について、えぇ、述べたいと思います。えと、一つはですね、まぁ、基金を有効に活用

するという事であります。あのぅ、２８年度予算では、えぇ、土地開発基金が廃止され

て、えぇ、まち・ひと・しごと創生基金と地区別戦略資金貸付基金がまぁ、設立、創設

されようとしております。えぇ、このまぁ、土地開発基金については、まぁ、これは目

的基金といいますか、えぇと、定額運用基金ということで土地の先行取得とかいうふう

なことのために用意しておられたものだったんですが、あのぅ、ずっと動いていなかっ

たいうこともあって、この度こういった有効に活用するというふうにされたことなんだ

というふうに理解をしております。えぇ、同じようにですね、目的基金についても、あ

のぅ、えぇ、ただ、えぇ、貯金を持って大事に抱えておればいいということではなかろ

うというふうに思います。えぇ、目的を持って積み立てておるわけですから、その目的

に沿って、有効に活用すべきではないかというふうに思います。えぇ、それで、えぇと、

先ほど、あのぅ、設置の目的についてですね、まぁ、説明をいただきましたが、あのぅ、

この二つの基金を、えぇ、地区別戦略の実現にむけて活用しようとすることが、えぇ、



この基金、基金条例、あのぅ、二つの基金条例がありますね、基金条例にうたってあり

ます目的に合致するかどうか考えをお伺いしたいと思います。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、基金の目的と地区別戦略の関係でございますけれ

ども、まず、あのぅ、まちづくり推進基金でございますけれども、この基金につきまし

ては、基本構想に即して行う事業の財源に充当するという目的でございます。えぇ、地

区別戦略の実現のために活用するということは、えぇ、条例の目的から外れるものでは

ないというふうに考えております。それから、えぇ、地域振興基金でございますけれど

も、この基金につきましては、あのぅ、先ほど申しましたような、邑南町の一体感の醸

成でありますとか、自治振興組織の育成等の事業の推進に充てることが可能でございます。

ただ、あのぅ、これは合併特例債を財源としておりまして、これはまぁ、ルールがござい

まして、償還が終了した部分のみ、まぁ、取り崩しが可能であるということが一つござい

ます。それから、取り崩しに際してあてる事業でございますけれども、合併時の市町村建

設計画、いわゆる邑南町では新町まちづくり計画ということになりますけれども、これに

位置付けられた事業の財源とする場合にということで、限定をされてまいります。あのぅ、

新町まちづくり計画の中には、いきいき新コミュニティ活動の推進という項目がございま

す。まぁ、それはやはり地域のコミュニティの、コミュニティ活動の推進ということでご

ざいますので、内容的には地区別戦略にも該当するのではないかというふうには考えてお

ります。ただこれにつきましては取り崩して充当できる事業につきましては、基本的にソ

フト事業ということになります。それから新町まちづくり計画に先ほども言いましたけど

も、位置づけられている事業ということですので、まぁ、あのぅ、どのような事業にあて

るかということにつきましては、やはり若干県との協議等も必要になってこようとは思い

ますけれども、基本的にはあのぅ、えぇ、地区別戦略等にも充てられるというふうに考え

ております。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、えっと、まちづくり推進基金については、あのぅ、まぁ、

いわゆる総合振興計画に掲げてあることを行う場合についてはということですから、ま

ぁ、問題はないんだろうというふうに思います。えぇと、地域振興基金について、もう

少し、えぇ、お伺いをしたいと思いますが、えぇと、合併特例債を借りて積み立ててあ

るということで、えぇ、平成３１年度で償還がすべて終了すると、予定だということで

ありました。それまでの間は償還が終了した部分のみの取り崩しがあるのだと、えぇ、

いうことでございますが、これが１５億６千４７０万のうち、どれぐらいなところがあ

るのかというところをお聞かせいただきたいと思います。 



●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、１５億、失礼しました。えぇ、１５億６千４７０

万円の基金ございますけれども、そのうち合併特例債の借り入れが１４億８千６４０万

円でございます。えぇ、９５％の充当率でございまして、９５％部分を合併特例債を借

りております。２７年度末で約９億円がこれ、元金でございますけれども、約９億円が

償還済みとなる見込みでございます。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、えぇと、１５億の内、約９億円がまぁ、あのぅ、取り崩そ

うと思えば取り崩せるんだという話でございました。あのぅ、えぇ、地区別戦略の実現

にですね、このすべてを使いましょうということではありません。もちろん。あのぅ、

必要なものはここからも充当できるような考え方を持つべきではないかというふうに思

います。えぇと、二つ目の理由でございますが、これは、まぁ、あのぅ、地区別戦略と

いうものの、重要性という観点からであります。えぇと、今年度策定されました、邑南

町版の総合戦略に１２公民館単位での地区別戦略を乗せるんだというふうに町長が発想

をされました。えぇ、私はこのことを高く評価し、えぇ、その実現に期待するところが、

大きいものがあろうと思っております。えぇ、常々町長もこの重要性を述べておられま

す。また町民の皆さんの中にも大きな期待感があります。えぇ、と同時にですね、実現

に対する不安というものも町民の皆さんの中にはたくさん抱えておられるように感じま

す。あのぅ、昨年の議会の意見交換会で、出向かしていただいた先でもそういうふうな

意見がありました。ほんまに、えぇ、今考え、考えいうて言われて、考えよるんだが、

ほんまにできるんだろうか。というふうなご意見がございました。えぇ、で、ですね、

あのぅ、こういった、あのぅ、町民の期待に応えるべく、それぞれの地区別戦略という

ものを実現をさしていくということが、最優先課題になるんではなかろうかと思います。

えぇ、２８年度予算の策定の話の中でもですね、えぇ、そこを重要な課題としてとらえ

ているんだというふうな話がございました。えぇ、そこで、ええと、本定例会の全員協

議会で、えぇ、実現に向けた方向性が、まぁ、要綱という形で、えぇ、報告をされまし

た。えと、それによりますと、えぇ、まぁ、各公民館単位で実現に向けた実施計画を策

定を、まず、するんだと。それに対して、えぇ、３００万円を上限とした補助金の交付

などが、まぁ、予定されております。えぇ、またそれを、実現に向けて、えぇ、各地区

と町との連携のあり方等が、まぁ、その要綱の中に示されておるわけでありますが、え

ぇ、その内容が、あのぅ、ソフト事業が、まぁ、中心であります。えぇ、各地区の地区

別戦略の内容については、えぇ、ハード事業、いわゆる施設整備でありますとか、備品

購入というふうなものも、えぇ、組み込まれているかと思いますが、えぇ、そういった



内容は、地区別にどういうふうな状況にあるのかを、まぁ、教えてください。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、まず、あのぅ、地区別戦略でございますけれども、

えぇ、これはまぁ、１０月に策定をいたしました邑南町版の総合戦略、これはまち・ひ

と・しごと創生法に基づくものでございますけれども、えぇ、その中の主要施策の一つ

ということで、今議員がおっしゃったようなところでございます。えぇ、提案事業につ

きましては、あのぅ、内容を、まぁ、ハード事業、ソフト事業ともに、えぇ、出してい

ただいて結構ですよということは、あのぅ、申し上げておりますけれども、まぁ、基本

的には、まぁ、あのぅ、ソフト系の事業ということで、えぇ、当初は説明をさしていた

だいた経緯はございます。えぇ、内容としましては、あのぅ、地域の人口減少に歯止め

をかけるための事業であること。これはまぁ、交流人口の増加をはかるものも含みます。

それからもう一つが地域住民の皆さんが主体となって実施する事業ということで、えぇ、

まぁ、例えば公共施設等の整備を伴う場合は、その運営等も含めて地域住民の皆さんで

やっていただきたいというところでございます。まぁ、特にあのぅ、後年度に町の、あ

ぁ、町も財政厳しゅうございますので、後年度に町の一般財源等の負担が生じないこと

を一つの目安としてお願いをしております。それから各自治会やあるいは各自治会の連

合組織の中で、えぇ、了承されている事業というようなところの位置づけで皆さまに策

定をお願いしたものでございます。内容でございますけども、ただいま現在までのとこ

ろで、１０の地区から地区別戦略の提案をいただいております。えぇ、その中には、あ

のぅ、おっしゃいましたようにハード事業の施設整備等も出ておりますけれども、内容

としましてはですね、えぇ、まずあのぅ、交流人口の拡大、まぁ、これは観光の振興で

ありますとか、それに併せて都市交流を行って、定住対策に結び付けていこうというこ

と、および、その結び付けるにあたっては地域にある空き家でありますとか、古民家の

改修とか、そういうその改修整備をしていきたいというような思いで出していただいた

ところが、えぇ、９地区ございます。あ、あのぅ、言い忘れましたが、あのぅ、一地区

３事業を限度に、あのぅ、お願いをしております。９地区ございます。それからえぇ、

次に多いのが、えぇ、特産品の開発あるいはブランド化というようなところの６次産業

化の推進というようなところが、えぇ、４地区ございます。それから、えぇ、あと高齢

者の方の暮らしやすい地域づくりということで、まぁ、高齢者の生きがい対策でありま

すとか、いうたところの推進をしていきたいというところが３地区ございます。また、

地域の、地域づくりのコーディネーターでありますとか、えぇ、地域おこし協力隊を活

用した地域運営の仕組みづくりというところの提案が３地区あります。合わせてまだ３

地区ありますけれども、あとは地域の運営の仕組み、あのぅ、暮らしやすい地域づくり

というようなところ、あるいは地域の活動、いろいろな活動の推進というようなところ。



地域文化の振興というようなところの計画が３地区ございます。後残りが木質バイオマ

スの活用を推進をしていくと、いきながら、産業に育っていきたいというようなところ。

それから婚活を進めていきたいと。あるいは子育て支援の、を子育て支援を地域でやっ

ていきたいというところがそれぞれ１地区ずつございまして、えぇ、今出ておりますこ

れは、まぁ、地域から概算として、このぐらいの事業費がほしいというのを全部合計し

ますと、４年間で、５億２千万あまりの提案でございまして、まぁ、単年で言いますと、

えぇ、ハードが、まぁ、単年だと、あのぅ、ソフト事業は４年間というような形になり

ますけども、単年で言いますと、３億７千２００万ぐらいの数字が出ております。内訳

はやはりハードが多くございまして、ハードが約３億、ソフトが約７千３００万から４

００万程度という、全体ではそういう状況でございます。あのぅ、第１希望、第２希望

というような形でお願いしておりますので、えと、第１希望で、だけを集計しますと、

これはまぁ、４年間、あ、第１希望の単年度でございますけども、ハードが１億２千３

００万、ソフトが４千２００万ということで、約１億６千５００万という希望が出てお

る状況でございます。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、えぇ、かなりな事業規模といいますか、あのぅ、規模で計

画が出ておるようであります。ですが、これは、あのぅ、それぞれの地区でですね、あ

のぅ、地区の皆さん方が集まって、議論を重ねられて、えぇ、積み上げてこられた計画

でございますので、先ほどから言っておりますように、できるだけこれを実現できるよ

うに、えぇ、町も我々議会も、えぇ、こう、えと、バックアップをしていく必要がある

んだろうというふうに私は考えております。そこで、えぇ、先ほどから言っております

が、この二つの基金を活用すべきではないかということであります。町長の所見を伺い

たいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、まぁ、今課長が申し上げましたように、かなりの額が出て

るということでございます。で、私はあのぅ、もちろん基金の活用もいろいろ考えなき

ゃいけませんけれども、やっぱりできるだけ希望に沿うためには、あらゆる財源を確保

しながら、当然国県の事業も、財源も確保しながらということをやっぱり今から考えて

いかなきゃならないと思います。あるいは過疎債の活用も大いに考えていかなきゃなら

ないと。基金だけに頼るのはちょっと危険かなあと実は思ってます。と、申し上げます

のも、まぁ、中村議員も感じ取っていらっしゃると思いますが、あぁ、一つは国の、非

常にまぁ、今からの財政が厳しくなる、それがひいては地方自治体にどういう影響があ

るのかっていう問題。また経済問題を考えても、非常に今不透明でございます。アベノ



ミクスは成功してるとはどなたも思っていらっしゃらないと思います。それがどうなる

のか、あぁ、ということを考えますと、やはり基本的には、今ある基金というのは活用

可能かも知れないけれども、後年度負担あるいは次世代のことを考えますと、温存して

おくことも必要なのかなあと、それをやはり三位一体で我々が学んだことであるという

ふうに、まぁ、思っております。使ってあと、お手上げではそれは非常にまぁ、これは

財政運営が立ちいかなくなるということがございますので、えぇ、そこは総合的にやは

りよくよく考えてこの地区別戦略の推進にあたってはやっていかなきゃならないし、も

う一つはもちろんハードも大事でありますけども、人の活用、ソフト事業が一番私はこ

の地区別戦略でも大事なのかなあということを考えております。いくらハードを作って

も人がいなきゃまわっていきません。まぁ、そういったところをですね、今度推進室も

作りたいと思ってますけども、プロの方々の知恵も借りながら、どうやってその地区別

戦略が前に行くようにするのか、ということをやっぱり一生懸命考えていくこの１年で

はないかなあと、まぁ、いうふうに、まぁ、思っております。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、私も、えぇと、えぇ、この基金を最優先で使いな

さいという話ではもちろんございません。あのぅ、町長言われるように、あらゆる財源

を確保すべく、国、県の事業でありますとか、というふうなところを先ず第一に考える

ということはもちろんでありますが、あのぅ、考え方としてですね、えぇ、国県のお金

がつかなかったから、あきらめましょうということではなくてですね、あのぅ、この地

区別戦略の実現に向けて、すべてを総動員をして対応していくんだというその気持ちを、

こう、こう示しておくべきではないかと、町民の皆さんに対してですね。えぇ、という

思いから、あのぅ、質問をさしていただきました。あのぅ、一昨日から話が出ておりま

すが、自主防災組織のことでありますとか、あと、まぁ、邑智病院や社会福祉協議会が

中心となって、えぇ、進められております地域包括ケアシステムについてもですね、え

ぇ、その地域の力に頼らざるを得ないという部分が今からどんどん増えてくるんだと思

います。そのためにもその、先ほど町長は、えぇ、人ということを申されましたが、え

ぇ、その人の、どう言いますか、やる気をこう、継続していっていただくためにも、バ

ックアップする姿勢を示しておく必要がないのかなあというふうに思うわけで、えぇ、

総合振興計画にもですね、地域コミュニティの育成というところで、えぇ、地区別戦略

の実現の支援ということがうたわれております。このことは、えぇ、ぜひ実現させなけ

ればならないことだと考え、今回の質問に取り上げました。ぜひ一緒になって頑張って

いきたいというふうに思います。えぇ、次に、えぇと、日本一の子育て村基金について、

えぇ、問いたいと思います。これについても、えぇ、先ほどと同様に設置の経緯、それ

から原資、動き、それから、基金の設置目的、これについてお伺いをしたいと思います。 



●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、日本一の子育て村推進基金についてでございますが、

これはまぁ、あのぅ、過疎地域自立促進計画との関係がございますので、基金の管理のほう

は定住促進課でございますが、企画財政課からお答えさせていただきたいと思います。この

基金は、平成２３年度に制定をしたもので、日本一の子育て村構想の推進のために行う事

業の財源として積み立てているものでございまして、具体的には、日本一の子育て村推進

にかかる第２子以降の保育料軽減対策などの児童福祉事業、それから中学卒業までの医療

費の無料化などの母子保健事業につきまして、平成２３年度から３２年度までの１０年間

は最低でも事業を継続できるようにと積み立てているものでございます。基金の額でござ

いますが、平成２３年度末で３億５４万１千円でございます。その後、今年度までは、利

子を積み立てるのみで、平成２７年度末では、３億１５４万４千円の残高と見込んでおり

ます。日本一の子育て村推進のための財源につきましては、当初、平成２３年度から平成

２７年度までの５年間は、過疎地域自立促進特別措置法に基づきます過疎債の、いわゆる

ソフト事業を充てるということで、過疎地域自立促進特別措置法が、まぁ、一応終了する

見込みであった平成２８年度から平成３２年度までの５年間につきましては、あのぅ、今

申し上げました日本一の子育て村推進基金を活用して、子育ての事業に対応していこうと

いうことにしておりました。えぇ、そういう想定をしておりましたけれども、平成２４年

に、これは東日本大震災の関係もございまして、過疎地域自立促進特別措置法の失効期限

が平成２３年度いっぱいまで延長を、あぁ、失礼しました、３２年度いっぱいまで、延長

されました。このことによりまして、平成２８年度では、この日本一の子育て村推進基金

からの繰入につきましては、予算化は今はしていないという状況でございます。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、えぇと、あのぅ、此の基金は、日本一の子育て村構想に基

づいて、えぇ、こども医療費の関係とか保育料の補助に充当するために、えぇ、２８年

から３２年までの間の、えと、原資となるべく積み立てておられたものだというふうに

理解をしました。えぇ、ですが、先ほど課長も言われましたように、過疎地域自立促進

特別措置法が延長されまして、えぇ、本来でしたら、２８年度から取り崩しが始まる予

定だったところが、とりあえず２８年度は取り崩しは考えなくてもよくなったという説

明でありました。えぇ、ということはですね、あのぅ、このままで行きますと、えぇ、

平成３２年度までこの基金は使われないというふうなことになるのかなあと思うんです

が、えぇ、今後のこの基金の運用計画についてどういうふうにお考えかを問いたいと思

います。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 



●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、日本一の子育て村関連の事業でございますけれど

も、これはまぁ、２６年度までの実績で、平均やはり、年平均で約６千万円ぐらい借り

入れを行っておりますので、まぁ、５年間で３億ぐらいはこの事業に充当している計算

になっております。えぇ、あのぅ、子育て環境の充実を図ることにつきましては、国も

現在、まぁ、地方創生の取り組みの中で大変重要視をしている課題でございまして、え

ぇ、制度の拡充も今検討されておるような状況でございます。しかしながら、あのぅ、

財源等も含めましてまだ現段階では、まぁ、国の方向というのもまだ不透明な状況が続

いておりまして、まぁ、あのぅ、今後の国の動向等によりましては、まぁ、例えばあの

ぅ、保育料等の軽減がまたさらに事業化されるというようなことも言われてはおります

けれども、まだちょっと未定な部分がございますので、えぇ、そのへんの状況等も注視

をしていきたいと思いますし、あのぅ、例えばあのぅ、今現在は平均６千万ぐらいを使

っておりますけれども、小規模の保育所にかかる支援に、かかる経費でございますとか、

あるいは障がい児の皆さんの保育の関係の拡充等をこのところ増額傾向になっておりま

すので、まぁ、過疎ソフトでの対応が、まぁ、今度どの程度できるかというところも見

極める必要がございますので、えぇ、まぁ、当面はあのぅ、現状のまま残しておきたい

というふうに考えております。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） ええと、まぁ、あのぅ、動向が不明だというところは確かにござ

いますが、あのぅ、先だっての教育民政常任委員会では保育料の話、県から新たな助成

が始まるよ、から国の方の制度も、一人親家庭に対する補助が始まるよというふうな話

もありました。えぇ、企画財政課長が答弁されましたように、国の方もそういうふうな

動向が今から動きがあるのではないかというふうに思います。えぇ、確かにその前に町

長が言われました経済状況の、まぁ、不透明さ、いうようなところもあって、将来的な、

あのぅ、不透明な部分が確かにございますが、えぇと、その今３億、ええと、３億１５

４万ですか、という基金がございますが、えぇ、これも日本一の子育て村を目指すとい

う事業のために使いましょうという目的基金でありますので、えぇ、その目的のために

有効に活用すべく考えるべきではないかというふうに思うんですが、えぇ、このことに

ついて町長の見解を問いたいと思いますが。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） まず、一番大事なのは、あのぅ、過疎法の延長、再延長、これは

やっぱり全力で我々は考えていかなきゃいけないと思います。３２年度で、延びたけど

もこれで終わっていいのかどうか、やっぱりこれを、やっぱりまだまだ延していけば、



やっぱりこれを優先して、子育ての関係は私どもはやっていけるわけでありますので、

えぇ、そこをしっかり押さえていきたいというふうに思います。これはまぁ、全国的な

我々の首長としての仕事であります。で、やがて３２年と、数年前からですね、こうい

った動きはおそらく加速化されると思いますので、そこを我々は一生懸命動いていきた

いなあと思ってます。で、その中で、やはり今いろいろと子育てに対する支援をやって

いるわけでありますので、えぇ、基本的には、あのぅ、もうこれ以上の、やはり軽減策

等々を町単独でやることはちょっといかがなものかなというふうに、まぁ、思ってます。

えぇ、国や県は逆に拡充をしてるわけですので、我々としてはそれは助かるなという部

分があるし、えぇ、で、そういう軽減策以外であえてこれは邑南町、ならではの子育て

はやらなきゃいけないっというものが出てくれば、それは単にお金を安くするとかって

いう話しではなくて、やはり地域でまさに、地域で子育てをするっていう中で、そうい

うソフト事業がいいとするならば、それはそれで大いに考えて行かなきゃならない策か

なあというふうにまぁ、思っておりますが、それはまぁ、２８年度以降の一つの大きな

テーマだとまぁ、いうふうに、まぁ、思っております。えぇ、したがって、まぁ、財源

の問題については今はやはり過疎法の再延長ということを私はまぁ、全力で取り組んで

いきたいなと、これ、原則だろうと、まぁ、いうふうに思ってます。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、ええと、えぇ、町長にお伺いすることを一つ、あ

のぅ、忘れておりましたといいますか、ええと、申し述べるのを忘れておりましたが、

あのぅ、新たな支援策をこれで考えたらどうでしょうかということを言いたかったわけ

ですが、あぁ、今の答弁の中で、そういうことは経済的な支援については、もう考えな

いんだということでございましたので、まぁ、ただ、えぇ、ソフト事業、みんなで子育

てをするというふうなソフト事業については有効なことであれば活用していこうという

こと、いうお考えだというふうに理解をしました。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） で、まぁ、それはすでにいくつか検討段階に入ってまして、えぇ、

ファミリーサポート体制を町としてもとっていこうと、ただしこれはあのぅ、子育て支

援センターが受け持っていただいております。たとえばこちらで言うと、石見さくら会

等々が事業主体になると思います。えぇ、それは町としてはそんなに財源を伴わないけ

ども、やはり大事な課題だというふうに思ってます。あるいは今検討してるのは、あぁ、

保健課を中心にいわゆるネウボラと言われる体制づくり、これはまぁ、先進地にも保健

師が行って勉強しておりますけども、えぇ、やはり出産から子育てまで一貫した体制作

りというものをやっていかなきゃならないというふうにまぁ、思っておるわけでありま



すので、そういったものをどういうふうにやっていくかというのは、今年度の２８年度

の大きなテーマだというふうに思って、なるべくそれは実現したいなと、それに伴う財

源はどうなのかっていうことも含めてですね、考えていきたいなと、まぁ、いうふうに

まぁ、思っております。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、あくまでもやっぱり日本一の子育て村を目指すと

いうことでですね、あのぅ、先進的な取り組みというふうなものを、新たにこう追加を

していくべきだろうというふうに思います。あのぅ、それは町長言われるように経済的

な支援ということだけではなくてですね、あのぅ、そのために、まぁ、この基金を有効

に活用していくということをお願いをしたいと思います。あぁ、もちろん、あのぅ、言

われました、えぇ、過疎ソフトの延長というふうなところが、最優先であって、えぇ、

それがどんどん、どんどん延びていくと、こうまぁ、言ってみると、えぇ、この基金で

法律が切れてから５年間は、うちはまだできるんだよというふうな考え方もできるのか

も知れません。ただそういうふうな発想を常に持ってですね、あのぅ、日本一を目指す

というところで、えぇ、対応をお願いしたいというふうに思います。えぇ、そのそうい

ったことを、まぁ、念頭に置いていただいて、えぇ、次の質問に入りたいと思います。

あのぅ、木育ということについて問いたいと思います。えぇ、先般のですね、えぇ、お

おなんドリーム学びの集いで石見養護学校木工班の皆さんがウッドスタートと称して、

町内の新生児に対して木のおもちゃを配布するということを提案をされました。えぇ、

現在、えぇ、全国各地でウッドスタート自治体、ウッドスタート宣言をした自治体とい

うのがこう増えてきております。これはあのぅ、東京おもちゃ美術館が中心となってで

すね、木のおもちゃの誕生祝品の配布であるとか、えぇ、木育のスペシャリストの養成

講座の開催であるとか、えぇ、子育てサロン、そういった子どもの住環境の木質化など

を行うものであります。またそれ以外にも、えぇ、木育に関する講習会でありますとか、

親子参加型の木工教室、えぇ、自然ふれあい体験、森の学校など、さまざまな授業が展

開されております。えぇ、このような取り組みの可能性、とりあえずはまぁ、あのぅ、

今石見養護学校の方から提案をいただきました、えぇ、木のおもちゃの誕生祝品の配布

ですね。えぇ、そういうふうなことの可能性、えぇ、子育て支援策として、あるいは子

どもの教育あるいは大人も含めた生涯学習という観点からの可能性を、どう考えておら

れるか問いたいと思います。 

●原定住促進課長（原修） 番外、 

●議長（辰田直久） 原定住促進課長。 

●原定住企画課長（原修） えぇ、議員さんおっしゃいましたことの、ちょ、多少繰り返し

になる部分もありますが、健康センター元気館で開催されたおおなんドリーム学びの集



いでの、石見養護学校の生徒さんが、私たちにできることと題して自分達が邑南町のため

にどんなことができるかという点について発表されたわけですが、その内容はおっしゃい

ましたとおり、邑南町の日本一の子育て村構想に貢献したいという思いから、いろいろ考

えた結果、赤ちゃんに誕生祝いのプレゼントをしよう、という考えに辿り着いたというも

のでした。この取り組みは、おっしゃいますように、ウッドスタートとも呼ばれ、小さい

頃から木に触れ合うことで感性豊かな子どもを育てることができる、と言われています。

石見養護学校には木工班があり、日頃の授業で木のおもちゃ、積み木などを作られておら

れ、生徒さんの技術も高く、非常に質の高い作品に仕上がっております。この石見養護学

校からこのような発表がありまして、邑南町としましても石見養護学校や他の機関と連携

して、この木育の普及について何か進めていけないだろうかと検討に入りました。議員お

尋ねの子育て支援策としての可能性はということですが、木育には子育て支援の観点以外

にも林業振興による経済の活性化や環境教育など、とても幅広い分野に関連する可能性を

含んでおります。町としましては、子育て支援の関連からは、定住促進課、保健課、福祉

課が。地域への木育普及活動や教育の関連からは生涯学習課。それと林業振興の関連から

農林振興課のそれぞれ担当者で組織をつくり、さらに石見養護学校や矢上高校、議会議員

さんをはじめとして有識者の方々とも連携し、町として今後どう木育活動に取り組めるの

かを検討しているところであります。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、えぇと、今答弁がございましたように、えぇ、町

としてもすでに検討に入っておるということでございました。この石見養護学校のほう

の提案を受けてですね、ふまえてですね、この活動を進展させるべきというふうに考え

ます。ですから、えぇ、で、この取り組みをですね、あのぅ、日本一の子育て村構想の

一環というふうにしてとらえて、えぇ、それをまぁ、例えばおもちゃをつくるにしても

ですね、まぁ、今８０人、目標１００人の新生児ですから、毎年１００個のおもちゃを

つくると、すと、その材料代というふうなところも必要になってくるわけですね。これ

がまぁ、毎年８０から１００個ということになりますと、どれだけの金額になるか、ま

ぁ、あのぅ、まだ計算をして、えぇ、はじき出しているというふうな段階ではないんだ

と思いますが、えぇ、そういった、あのぅ、継続的に必要になってくる経費っていうな

ものも出てくるわけで、そういったところを日本一の子育て村の一環として、えぇ、基

金が利用できないだろうかということを提案をしたいわけです。えぇ、町長いかがお考

えでしょうか。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） あのぅ、今石見養護学校のこうした動き、私もあのぅ、当日は出



かけておりまして、で、最後に感想を求められた時に、ぜひこれは一緒にやっていきた

いという話をさしてもらいました。えぇ、非常にこれはいい提案だったというふうに、

まぁ、思っております。ほいで、まぁ、そういう中で、やはり養護学校からのそういう

提案でございますので、そこを大事にして、えぇ、無理がないようにしながら、やっぱ

り一歩、一歩実現していくっていうことが大事なのかなあと、まぁ、いうふうに思って

おります。技術的なもの設備的なものは養護学校にあるわけでありますし、指導の方も

いらっしゃるわけであります。養護学校の生徒さんもいらっしゃるわけでありますので、

えぇ、そういうことを、まぁ、そういうところを中心にやっていく、まぁ、その中で、

まぁ、今のような基金の活用という話もありましたけれども、まぁ、それ以外にまだま

だその財源確保の手はあるんではないかなと私は思います。たとえば、クラウドファン

ディングっていう、今非常にまぁ、有効な手法もあるわけでして、やはりこういう木育、

あるいはこういう障がいをもった生徒さんの頑張りに対する情報発信、それをすれば私

は全国的には共鳴する方は想像ですけども、いらっしゃるんではないかなあと。で、少

額でも、まぁ、いわゆる寄付をして頑張ってほしいと、まぁ、そういうものを集めて、

そして、やっぱりこう皆の共感を得ながらやることが、障がい者に対する様々な問題に

対する発信でもあるし、地域の宝であり、養護学校の発信でもあるし、あるいは子育て

村の発信でもあるしということになるんだろうと思います。あのぅ、今あるお金をどう

するかという事だけではなくて、やっぱりそういったところも兼ね併せてですね、財源

確保を求めていくほうが私は広がりが出てくるんではないかなあと、まぁ、いうふうに、

まぁ、今感じているわけであります。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、えぇ、クラウドファンディング等でまぁ、あのぅ、

こう広く呼びかけてというふうなお話であったというふうに思います。もちろん、その

関わりを持たれる方が多くなればなるほど、そのぅ、どう言いますか、えぇ、自分の問

題というふうに捉える方が増えてきて、えぇ、有効な手段だというふうには思います。

ですが、まぁ、先ほど申しましたように、継続的に、えぇ、必要となる経費というふう

なものも出てくるわけで、そういったところの確保を、まぁ、あのぅ、基金に限らずで

すね、えぇ、町としてもお考えいただけたらたいへんありがたいというふうに思います。

えぇと、もう少し話を進めますが、あのぅ、このそもそも木育ということばはですね、

あのぅ、平成１８年に閣議決定されました森林林業基本計画において、えぇ、市民や児

童の木材に対する親しみや木の文化への理解を深めるため、材料としての木材の良さや

その利用の意義を学ぶ教育活動というふうに、呼ばれて定義をされました。で、それを

推進をしていこうということが、この時の閣議決定に明記されたものです。えぇ、その

後まぁ、２１年に森林林業再生プランが策定されまして、えぇ、平成２３年にはこの基



本計画も改定をされておりますが、あのぅ、こういった流れで分かりますように、えぇ、

最終的にはあのぅ、地域材の利用促進、林業による産業振興、こういうふうなものを図

ろうとする、という考えが根底にあるわけです。先ほど課長も、えぇ、林業振興という

ふうな話もされましたが、えぇと、こういった木育ということを進めていくことによっ

て、えぇ、森に対する関心、木に対する関心を深めていく、えぇ、それが最終的に、時

間はかかるかも知れませんが、最終的に邑南町の森の有効活用、えぇ、木の有効活用、

林業を中心とした産業振興につながるのではないかというふうに考えるわけですが、え

ぇ、こういった可能性について、どういうふうに認識をされておるかを伺いたいと思い

ます。 

●植田農林振興課長（植田弘和） 番外 

●議長（辰田直久） 植田農林振興課長。 

●植田農林振興課長（植田弘和） えぇ、森林資源の有効活用、産業振興の可能性といった

質問でございますけれども、えぇ、ウッドスタートという、まぁ、取り組みが全国にある

というお話がこれまでございましたけども、えぇ、そのために、木を使ったおもちゃをつ

くるという技術が必要になるわけですけれども、幸いにもその技術が本町にあるというこ

とでございます。えぇ、まぁ、そういったウッドスタートの取り組みをしたいけれども、

作る技術がないために、その技術を持った他の町にお願いをして作ってもらっているとい

う事例もあるということを聞いております。そして他の町からの依頼を引き受けて、それ

を産業として成り立たせているという事例もあるようでございます。えぇ、邑南町は、多

くの森林資源と多様な樹種に恵まれた町でございます。その上に作る技術もあるというこ

とですので、この事業の可能性というのは非常に私はあるというふうに思っております。

そして、このような取り組みが森林資源の有効な活用と言えるほどの需要になるか、まぁ、

ならないか、いうのはまぁ、ございますけれども、先ほど質問の中にございましたように、

長い将来を見通したときには、そうして育った子どもたちが大人になって木の家に住んで

みたいとか、内装材には町産材を使ってみたいとか、それからまた山の木を切ったら、ま

たそこに植えると、そういったようなですね、思いをもっていただけるようになるんでは

ないか、そういう可能性というのは大いにあるんではないかというふうに感じております。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） はい、町長。 

●石橋町長（石橋良治） あ、ちょっとあのぅ、補足と言いますか、あのぅ、私の気持ちも

含めてちょっと付け加えたいんですけども、あのぅ、さきほどのクラウドファンディン

グという話をしました。で、なぜこれをやるかっていう、まぁ、理由も言ったわけであ

りますが、やっぱこれをやると木に関心を持ってる方が、ひょっとしたら邑南町に移住

をして、そしてあのぅ、養護学校の手伝い、あるいは自分でその木工品を作る、おもち

ゃを作るっていう方も、若者も結構いるんではないかなあとそういう意味で、とにかく



情報発信すれば私は非常に将来がなんか、こう明るい未来が開けるんではないかなと、

まぁ、こういうふうに思ってます。で、例えばそのぅ、岡山県の西粟倉村の新聞が出て

おりました。ここは正に、あのぅ、議員がご指摘のような動きをされて、それが地産外

商という雇用も生み出しですね、えぇ、非常にそこの、村が活性化してるっていういわ

ゆる地域内経済循環も含めてですね。というような記事が出ておりましたので、まぁ、

そこは非常に好事例ではないかなと、邑南町も同じことは可能性としてはあるんではな

いかなあというふうにまぁ、思っております。 

●中村議員（中村昌史） 議長。 

●議長（辰田直久） 中村議員。 

●中村議員（中村昌史） はい、あのぅ、可能性はあるというふうな認識であるということ

が分かりました。あのぅ、西粟倉村の話は私も今まで何度も出さしていただきました。

あのぅ、森の学校という組織を作っておりまして、えぇと、粟倉村の木は全部そこを通

して販売をするということになっておるようです。で、もちろんその学校に、えぇ、家

具の制作をされる方であるとか、あぁ、木工工芸品を作る方であるとか、さまざまな方

がおられて、そういった有効活用して、西粟倉村の家というふうなものも作っておられ

る。大変参考になる例だというふう思います。あのぅ、今回はですね、木育という、ま

ぁ、概念を、えぇ、町民の皆さんに知ってもらうために質問をいたしました。えぇ、先

ほど定住促進課長の方から町としても検討に入っておるんだということでございました

が、あのぅ、まずはですね、石見養護学校の提案に沿って、ウッドスタート事業から始

めて、その後に森林、林業の関係の方、木工品政策に係わる方、あるいは子育て支援の

関係者、それから学校教育の関係者、えぇ、行政の担当者、そういった方々が一堂に会

してですね、えぇ、こういう木育という概念に沿った議論の場に拡大をして、えぇ、行

くことが必要なことなのかなあというふうに思っております。えぇ、町産材利用という

観点からもですね、えぇ、このことについて真剣に考えていかなければならないことだ

と思い、まぁ、一つの契機になればというふうな思いであります。えぇ、これがますま

すこう、進展をすることを願って私の質問を終えたいと思います。ありがとうございま

した。 

●議長（辰田直久） 以上で中村議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせ

ていただきます。再開は１０時４５分とさせていただきます。 

―― 午前１０時２９分 休憩 ―― 

―― 午後１０時４５分 再開 ―― 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。続きまして、通告順位第８号、山中議員登壇をお

願いいたします。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） １４番、山中議員。 



●山中議員（山中康樹） えぇ、１４番、自由民主党山中康樹でございます。えぇ、この度

通告をしておりますことにつきまして、まず、邑南町の心臓部とも言えます財政につい

て、私２５年間、２５回の、えぇ、当初予算の、えぇ、こととなります。えぇ、この度

は、えぇ、財政について初めて一般質問をいたします。えぇ、２８年度の予算編成を、

あたり心配することもあり、また執行部、議会とも今後１０年、２０年先の住民の住み

やすいまちづくりを推進そして継続していくために、えぇ、真剣に取り組む時期がきた

のではないかという感じをしておりまして、えぇ、質問の通告書を挙げております。え

ぇ、主に財政関係の、えぇ、質問を挙げておりますので、えぇ、ケーブルテレビなどご

覧の皆さんには、えぇ、行政用語そして数字が出てきますので、まぁ、たいへん分かり

にくいと思われるかも分かりませんが、えぇ、私たち議会はしっかりとこれを受け止め

ておりますので、えぇ、執行部と議会のやりとりというようにご理解を、まずお願いを

いたしまして、えぇ、質問に入らせていただきます。えぇ、最初に２８年度の予算は、

えぇ、合併後一つの区切りの年でもあります。えぇ、昨年に行財政改善答申、議会から

答申を受けた健全な行財政運営、そして本町の２８年から１０年間の第２次総合振興計

画が動き出す年。また２８年から５年間の過疎地域自立促進計画により、事業が促進を

する年。そしてまた２８年度からの５年間、町地域保健福祉計画により、数値目標によ

る、あぁ、施策の展開がされる年ということで、えぇ、本年度２８年度からのこの５年

間というものが新たな、えぇ、邑南町の、えぇ、進むべき道の、えぇ、予算であり、ま

た財源であると思っております。えぇ、それでは最初に、２８年度当初予算のテーマで

ございました、邑南戦略キックオフ元年、この予算編成にあたり、地方創生事業への取

り組みと、邑南戦略重点５項目の事業内容と各事業の財源措置、そして事業の検証につ

いておたずねをいたします。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 平成２８年度予算編成についてでございます。２８年度

の予算編成につきましては、地方創生の取り組みを進めることを大きな目標といたしま

して、予算編成のテーマを、明日(みらい)が見える地域が輝く邑南戦略キックオフ元年、

といたしました。まず、選択と集中による邑南戦略の財源確保と着実な執行を重点項目

の基本に据えまして、以下、地区別戦略の推進、日本一の子育て村の推進、Ａ級グルメ

から売れる産品づくりへの取り組みの加速、小中高一貫でグローカル人材の育成、健康

づくり・体力づくりの推進、を掲げております。はじめに、地区別戦略の推進でござい

ますが、地域の人口減少に歯止めをかけるとともに、交流人口の増加を促進し、地域の

活性化を図ることを目的として、邑南町版まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げます

１２公民館単位の各地区別戦略を実現するため、地域住民の皆さん、地域住民組織等が

主体となって取り組む活動を支援するものでございます。地区別戦略につきましては、



先ほどもお答えしましたけれども、１０地区から戦略の提案を受けておりまして、２８

年度からは、この戦略に掲げていただいた事業を具体化させていただくことになります

けれども、町としましては、具体的な事業実施計画を策定支援するとともに、邑南町地

区別戦略実現事業により、１地区３００万円を限度とした補助金を交付することとして

おります。また、地区別戦略資金貸付基金を創設し、地区別戦略の実現を支援すること

としております。財源としましては、地区別戦略実現事業では主に過疎債のソフト事業

を充当することとしております。つぎに、日本一の子育て村の推進でございますが、平

成２３年度に策定した、日本一の子育て村構想の後期の取り組みを進めようとするもの

でございます。これまで、第２子以降の保育料軽減対策などの児童福祉事業、中学卒業

までの医療費の無料化などの母子保健事業を中心として事業展開を行い、人口の社会増

につながるなど一定の成果は上がっており、今後も、邑南町版総合戦略に掲げる出生数

年間８０人の確保を当面の目標に掲げ、妊娠、出産支援、育児支援に加え、地域での子

育て支援、結婚支援の事業を実施する計画でございます。こちらの財源につきましては、

主に過疎債のソフト事業を充てることとしておりますが、県の交付金等の活用等も考え

ております。次に、Ａ級グルメから売れる産品づくりへの取り組みの加速でございます。

平成２３年に策定した邑南町農林商工等連携ビジョンに基づき、食をキーワードに掲げ

て、関連産業の振興、雇用機会の拡大、観光交流人口の拡大、定住人口の増加、農産物

のブランド化など各種事業を展開してまいりました。その中で目標として掲げておりま

した定住者数２００人、起業家数５件につきましては、目標の達成しておりますけれど

も、観光入込客数１００万人につきましては、達成が困難な状況となっております。今

後は、邑南町版総合戦略の、しごとづくり、に掲げております人材育成、地域での雇用

の場の拡大、農林業の振興、域内経済循環の拡大、交流人口の拡大を積極的に推進する

こととしております。これらの財源でございますが、国の新型交付金として創設されま

す、地方創生推進交付金を活用するとともに、新たに邑南町まち・ひと・しごと創生基

金からの繰入金を財源としております。また、地域おこし協力隊の活用につきましては、

特別交付税の対象となっておるところでございます。次に、小中高一貫でグローカル人

材の育成でございますが、答えのない答えを見つけ出す力を育むことを掲げております。

グローカルとは、造語でございますけれども、グローバルに世界をふかんする力とロー

カルいわゆる地域課題を解決する力を併せ持つような人材の育成を目指すというもので

ございます。えぇ、小中高の一貫したキャリア教育を進めるとともに、世界へも羽ばた

ける力を身に付け、地域でしごとをつくれる人材育成を推進します。これまで医療や農

業についての学習を中学生を対象に取り組んでおります。医療系、農林大学校への進学

が増加している状況もありますので、長期的には取り組みの成果があるものと期待でき

ます。また、矢上高校の魅力化事業、魅力向上事業、地域学校・ふるさと教育などを引

き続いて推進してまいります。財源につきましては、矢上高校魅力化事業、中学生学習



支援実証実験事業につきましては、国の地方創生推進交付金と邑南町まち・ひと・しご

と創生基金からの繰入金を充てることとしております。その他の事業につきましては、

県の交付金又は一般財源での対応でございます。最後に、健康づくり、体力づくりの推

進でございますが、これは医療費や介護費用の低減につながる予防活動の推進、乳幼児

小中高校生の健康づくり、健康に対する意識改革の推進、がん対策としまして、早期の

発見、介護予防事業、地域医療、福祉機関との連携強化などを掲げております。健康づ

くりに関連する事業の財源につきましては、主に過疎債のソフト事業を充てることとし

ております。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、２７年度、えぇ、本年度の予算編成に、あのぅ、おけます

重点項目は、えぇ、災害の早期復旧と安心、安全なまちづくりを含め、５本の重点項目

でございました。えぇ、２８年度は、えぇ、日本一の子育て村の推進、そしてＡ級グル

メから売れる産品づくりへと、そして健康づくり、体力づくりの推進が継続の事業の予

算になっております。そして新たにこの度、地区別戦略の推進と小中高一貫でグローカ

ル人材の育成が、選択と集中による邑南戦略、戦略５本柱として重点化が図られると理

解をいたしました。えぇ、財源措置につきましても地方創生交付金、過疎債、ソフト事

業、また特別交付税、そして町の創生基金からの繰入金であり、一般財源からの、えぇ、

持ち出しは軽減になっておると理解をいたしました。えぇ、そこで、３点ほど。えぇ、

農林商工連携ビジョンに基づいた、食と農を中心としたＡ級グルメの検証と課題をふま

え、えぇ、今後の方向性またビジョンについて、えぇ、新たに策定をされます邑南町起

業支援、あぁ、創業支援ビジョンの推進のため、まち・ひと・しごとプロモーションセ

ンターの役割と機能、そして、基本方針、そしてさらに、えぇ、それに関連して、新し

く設置をされます邑南町東京ＰＲセンターの位置づけにつきまして、えぇ、３点お尋ね

をいたします。 

●日高商工観光課長（日高始） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高商工観光課長。 

●日高商工観光課長（日高始） えぇ、邑南町農林商工等連携ビジョンが策定されてからの

この５年間を振り返りますと、えぇ、このビジョンに基づき、ここでしか味わえない食

や体験をＡ級グルメと称して、基幹産業である農林業を中心に、食の側面から高付加価値

化を推進してきた結果、関連産業の振興、町の知名度の向上、定住人口増加、こういった

面において一定の成果を得てきたと考えております。平成２３年度から取り組んできてお

ります、このビジョンについては三つの数値目標を掲げて推進しておりますが、えぇ、先

ほど答弁もありましたように、定住者数と起業家数はすでに目標数値を超える実績をあげ

ております。しかしながら年間観光入り込み客１００万人という目標については、今月末



を待って集計ができますが、今年度は、いこいの村しまねの休館でありますとか暖冬によ

りますスキー客の減少などにより達成は厳しいと言わざるを得ない状況だというふうに

考えております。えぇ、このビジョンは平成２７年度で最終年を迎えるため、現在、新し

いビジョン策定に向けて協議を進めているところでございます。新しいビジョンではこれ

までの成果や邑南町版総合戦略の方向性を踏まえ、持続可能な町の実現を仕事づくりの側

面から支援することを重点におき、邑南町起業・創業支援ビジョンという名称で取り組ん

でいく予定でございます。基本方針としましては、１番目に食と農の連携による経済循環

の確立。２番目として地域課題の解決を担う社会起業家の輩出。３番目に起業家の成長・

発展を支える環境づくり。この三つを掲げております。具体的な数値目標としましては、

平成２８年度からの５年間で、新規の起業数を１０社、雇用創出数を３０人としておりま

す。そういった事業を推進していく組織としまして、邑南町まち・ひと・しごとプロモー

ションセンターの設立に向け協議を進めているところでございます。現在策定を進めてお

ります邑南町企業創業支援ビジョンの推進に向けて、役場、商工会、金融機関、矢上高校、

研究機関などとの連携により、各支援機関が有する強みや機能を効果的に統合し、施策の

推進を図ってまいりたいと考えております。また、もう一つの組織として、邑南町東京Ｐ

Ｒセンターを立ち上げまして、東京を中心とした首都圏での情報の受発信に努めていきた

いと考えております。この事業の内容につきましてですが、邑南町に在住経験のある株式

会社瑞穂商事の職員と連携をして行うこととしております。内容としまして、起業を目的

とした定住・移住者の誘致及び企業誘致、大学との連携、外国人観光客誘致等の推進など

について、１年契約を基本として瑞穂商事に委託をして実施する予定としております。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、２３年度より、より５年間の期限とまた目標数値を切り、

全国の市町村でも数少ない各課の連携による農林商工連携ビジョンの事業推進が行われ

ました。えぇ、それにより、全国より、えぇ、年間１００件近い行政視察が議会の方に

もございました。えぇ、また現在もあっておりますが、えぇ、町内での宿泊また食事等、

それなりの経済効果も出てきたと思っております。Ａ級グルメそして定住政策、子育て

支援など東京からの、えぇ、発信により、えぇ、テレビ、雑誌等により邑南町のＰＲ効

果の成果は十分出たと、えぇ、思っております。えぇ、また食と農を中心としたこのＡ

級グルメの事業につきましても、えぇ、いろいろ、えぇ、町民の皆さんにまだまだ説明

不足というようなことも、えぇ、一部にはございましたが、私は、えぇ、この事業につ

きましては、えぇ、高い評価をし、一定の成果が出たというように思っておりまして、

えぇ、次につながるＡ級グルメから、売ってく産地というような方向づけになるという

ことで、また期待をするものでございます。えぇ、２８年度はこれまでの成果や邑南町

版総合戦略の方向性をふまえて、仕事づくりという言葉が出てまいりまして、そしてこ



の、えぇ、事業を推進をしていかれます。えぇ、まち・ひと・しごとプロモーションセ

ンターが設立に向け協議をされている中、調査費が予算計上をされております。そこで、

石橋町長に考えをおたずねいたしますが、えぇ、一つ目として新たに仕事づくりにビジ

ョンとして、邑南町企業創業、あぁ、創業支援ビジョンが、えぇ、できますが、その推

進する組織としてまち・ひと・しごとプロモーションセンターが計画をされております。

えぇ、これにつきましては、えぇ、昨日かなんかにも、えぇ、同じ質問がございました

が、えぇ、もう一度確認のために、えぇ、この人材確保は、えぇ、どのように、えぇ、

されていくのかと。えぇ、また予算的なことも、えぇ、今、あのぅ、計画がございまし

たら一緒に。えぇ、２点目につきましては、えぇ、地区別戦略を進めていくために、ま

ち・ひと・しごと創生戦略推進室というものが新たに定住促進課内に、えぇ、立ち上げ

れると、えぇ、聞いておりますが、この目的と考え方につきまして。えぇ、そして三つ

目に、まち・ひと・しごと創生戦略室とまち・ひと・しごとプロモーションセンターと

の、この関係というものが、大変分かりにくくなっておりますが、えぇ、この関係とい

うものはどういうような関係の位置づけになるか。えぇ、最後に、えぇ、東京ＰＲセン

ターとの契約は、えぇ、先ほどの、えぇ、商工観光課長の答弁ですと、えぇ、契約は１

年と基本的には、えぇ、考えているという答えがございましたが、えぇ、私は、えぇ、

邑南町企業創業支援ビジョンの、えぇ、２８年度からの５年間、やはりこれに、併せて

やっていくべきじゃあないかというように思いますが、えぇ、町長のお考えをおたずね

いたします。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） えぇ、４点のことについて、えぇ、ご説明、ご質問いただきまし

た。えぇ、まず、あのぅ、ビジョンでございます、邑南町企業創業支援ビジョンでござ

います。これの経過も若干含めて話をしますと、えぇ、実は観光協会一つとってみても、

まぁ、観光協会そのものが単なる観光の情報、受発信だけではなくて、まちづくりその

ものもかなり関わってきたという経緯があろうかと。それは具体的に言わなくてもいい

と思いますけども、それをどうやってさらに発展させていくのかっていうことが前提で

ございます。えぇ、そして観光協会も今補助金が、まぁ、出てるわけでありますけども、

できるだけ自前のお金でやっていくためにはどうするのか、自立ということであります

ね。そのためにまぁ、こういう企業創業支援ビジョンというものを、観光協会を中心に、

まぁ、描いたのがこの構想であります。あくまでもこれは構想でございます。で、その

中にお示しをしておりますのは、今度は新たに創業とか起業家を育成するということも

併せ持ってそのプロモーションセンターでやろうということが計画されてるわけであり

ます。えぇ、まぁ、実際には食と農に関しての人材育成であるとか、あるいは起業家の

育成は、もうすでに観光協会を中心にやってたという実績もあるわけでありますが、さ



らに食と農だけではなくて、という話になります。えぇ、ただ私はこれで一つ欠けてる

なあと思ったのは、昨日の大屋議員との議論もあったわけでありますが、今いらっしゃ

る事業家の方々、いわゆる商工業者の方々の事業承継、これをやっぱりやっていかない

と単なる創業者、あぁ、創業、起業、育成だけではちょっと問題があるなというふうに、

まぁ、思ってるわけでして、えぇ、これをプロモーションセンターの中にやっぱりしっ

かり事業として、あのぅ、入れ込む必要があるだろうというふうに、まぁ、思っており

ます。そうなりますと、やはり今ご質問がございましたような、こういうこともできる

人材がほんとにいらっしゃるのかどうか、現状。で、ここは非常にあのぅ、大事な点で

ございまして、えぇ、人材イクォールこのセンターが成功するか否かのカギに、を握っ

ているわけでございますので、えぇ、この人材の獲得についてはよほど慎重に考えてい

かなきゃなりません。えぇ、しかも事前に先進地に職員を行かした報告をみても、当然

成果を求めるわけです。成功報酬というのもあるわけです。それはやはり相当のレベル

であれば、１千万円以上の報酬がないとなかなかそれは来ないよということも、その成

功した自治体からも聞いておるわけでございます。あぁ、そうしたことをしっかり踏ま

えて、えぇ、スタートしなきゃいけないのかなあと、まぁ、いうふうにも思っておりま

すし、えぇ、もう一方では、今の観光協会そのものが実は正規職員が１３人、パートが

１１人、２４人の大所帯でございます。まぁ、裏返せば雇用の場になっている。しかも

この２４人はみんな私は優秀だと思ってます。若い方々でございます。その方々やっぱ

りぜひ成長してもらわなきゃならない。そのためにはやはり自立ということもふまえて、

観光協会そのものをできれば、まだまだしっかり鍛え上げるという事が必要だろうとい

うふうに、まぁ、思ってるわけですね。したがってセンターの立ち上げの前にやはり観

光協会の自立ということを今年、２８年度はやっぱりやっていく必要があろう、ここに

は大いに商工観光課の職員はかかわっていかなきゃならないと、そういう一年であるな

あというふうに、まぁ、思っております。したがってまぁ、そういうことで、１番目の

ご質問はご理解いただきたい。えぇ、次に２番目の、まぁ、２８年度から地区別戦略を

推進するための仮称でございますが、まち・ひと・しごと創生戦略推進室、これを立ち

上げたいと思ってます。えぇ、これは定住促進課の中に立ち上げたいとは思っておりま

す。えぇ、要員としては、室長が一人、それから課員が一人、まぁ、二人体制でござい

ますが、しかし、じゃあ職員二人で何ができるのかということであります。えぇ、１２

公民館のすばらしいこの地区別戦略をやはり、今中村議員のご指摘もあったように、必

ず実行していかなきゃならない。やはりそこにはやっぱりこの二人だけでは私は不十分

だと思っておりますし、島根県、あるいは中山間をよく知ったやはりあのぅ、相当の能

力のある方を配置しなきゃ一方ではいけないなあと、まぁ、いうふうに思っておりまし

て、えぇ、今考えておりますのは中山間研究センターの方に相談をしております。そし

てそこには、人材の派遣ということもお願いをしております。その経費については地方



創生交付金でなんとかならないのかなと、こういうふうに思っております。それも一人

だけではだめだと思ってます。１２公民館をやはりそれぞれ見るためには最低３人から

４人ぐらいのですね、まぁ、常勤ではなくても、あのぅ、派遣が必要であるのかなあと、

こう思っております。それと併せ持って事務局的な存在である創生戦略推進室、まぁ、

これを、と一緒になってですね、地区別戦略を進めていかなきゃならない。要はそれぞ

れの地区の方々を、まぁ、リードしていって、気づきも含めて学習しながらですね、自

らが、地区の自らがやっぱりやっていくということにしなきゃいけない１年だなあとい

うふうに、まぁ、思ってるわけであります。えぇ、で、今あのぅ、予算でお願いしてる

のは、じゃあそれを役場の中に私は設けるのはどうかなと、できれば町場の中で、えぇ、

自由にそこに入って来ていただいて相談を受けるような、やっぱりスペースが必要では

ないかなあと、役場には実際にそういうスペースは今ありませんし、様々なやっぱり相

談を受けるためには、そういう場所が必要であろうという思いから、今考えております

のは、旧山陰合同銀行の矢上支店の場所、今これは町の普通財産になっておりますので、

そこを改造してですね、なんとかそこに戦略推進室が行けないのかなあと思っておりま

す。えぇ、やはりそこは人づくり、それから仕事づくり、ですからプロモーションセン

ターともかなりダブるわけですね。で、まぁ、プロモーションセンターがいつできる、

完全にでき上がるかっていうことは分かりませんけども、でき上がった段階でそこに一

緒になって入っていくっていうことも有りだというふうに思います。先ず先行して、そ

こで地区別戦略推進室をそこに設けたいなあと、まぁ、そうすればワンストップでサー

ビスができるのかなあとこういうまぁ、私の気持ちであります。えぇ、２4 日には中山

間研究センターからもそういった件で相談がございますので、まぁ、そういうことも提

案しながら進めていきたいなあというふうに、まぁ、思います。えぇ、４番目の東京Ｐ

Ｒセンターの１年契約という話でございます。やはりこれはまず、出発でございますの

で、えぇ、最初から５年、１０年という長期契約ではなくて、１年でまずやってみる、

やってみるんだけども、私はこれは将来の邑南町の発展のためには欠かせない存在だと

思っておりますので、１年である程度の成果を出しながら、今度はある程度長期に考え

ていくっていうことは当然必要なことだろうと思ってます。えぇ、しかしながら、これ

は、あのぅ、瑞穂商事の職員の方に、まぁ、いくらの量っていうことは分かりませんけ

ども、あのぅ、まぁ、相当の部分をこのＰＲの方に、まぁ、時間を割いていただくこと

にもなろうかとは思いますが、一方ではあのぅ、瑞穂商事の仕事もやっていかなきゃな

らないという、まぁ、立ち場でございます。したがってこの１年のやはり結果を出すた

めには相当そこに職員も支援をしながら、行ってやっぱり教えていきながら、一緒にな

って、連携をして行政や観光協会の職員と一緒になってＰＲに努める１年でなければな

らないのかな、一方的にその瑞穂商事の職員にお願いするということでは、私はこれは

失敗するんだろうと、まぁ、いうふうにまぁ、思っております。最後にあのぅ、クラウ



ドファンディングのことも申し上げましたけども、私はまぁ、いろいろこう、こういう

ことを考えると、いかにあのぅ、情報の発信というのが、今後正に邑南町のまちづくり

の浮沈にかかることになるのかなあと。で、情報発信、単なるだからあのぅ、ホームペ

ージを作って情報発信をするていうことでは、もう食いついてきません。やっぱりあの

ぅ、なるほどこれはいいよっていう共感、されるような情報発信の仕方を、中身につい

てですね、よくよく考えて、えぇ、発信をしていかないと、えぇ、まぁ、クラウドファ

ンディングとかあのぅ、邑南町のＰＲとかいろいろ言いますけれども、そこはあのぅ、

一方ではそういった長けた人もですね、情報発信に長けた人も、一方ではそういう採用

の人たちも、有りかなあと、まぁ、こういうことも非常にまぁ、重要に思ってるわけで

あります。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、地区別戦略またプロモーションセンター、えぇ、今までの

５，６年の、えぇ、積み上げてきたものが、私は最終的にこの４，５年間で、えぇ、実

になるという大事な一つの、えぇ、地区別戦略またその、プロモーションセンターのま

ぁ、役割だというように思っておりますので、やはりこういうものに対しては、えぇ、

必要なものに対してはやっぱりそれなりの予算は、えぇ、使うべきだというようにまず

思っております。えぇ、それでは、えぇ、通告で大きく挙げております、当初予算でご

ざいますが、えぇ、残り時間がえぇ、２５分ですか、なりましたので、えぇ、答弁者は

また少し縮めて、えぇ、答弁の方お願いしたいと思っております。えぇ、２８年度当初

予算と、えぇ、財政健全化について問うというように通告しとりますが、えぇ、この度

財政調整基金の取り崩し、約１億４千３００万で予算化がされました。えぇ、これは近

年にない、私で言いますと赤字予算ではないかと、えぇ、思います。えぇ、財政調整基

金はご存知のように、基金の中でも比較的自由に使える金でございまして、えぇ、急な

災害が発生した時、また起債がつかない事業を町でやっていくとき、まぁ、こういう時

に使う金ということが財調だと思っておりますが、しかしながらこの度、えぇ、その財

政調整基金を取り崩してまで、１億４千万円、あぁ、１億さん、４千３００万円崩して

までの、えぇ、予算編成ということになりました。えぇ、私は、えぇ、予算というもの

は歳入、歳出のバランスを持ち、そして編成するものであると思っておりましたが、え

ぇ、この度財調を取り崩した、えぇ、理由につきましておたずねをいたします。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、当初予算編成での財政調整基金の取り崩しでござ

いますが、えぇ、財源不足のよるものとしましては、実に１１年ぶりの基金の取り崩し

でございます。赤字予算となった理由についてでございますが、一般財源ベースで歳入の



見込みが大きく減少したことと歳出の抑制が進まなかったことが原因でございます。まず、

歳入、特にこれは、一般財源が減少した大きな要因としましては、地方交付税の減額があ

げられます。平成２７年度当初予算に比べまして、２億４千７２０万円あまりの減という

ことで見込んでおります。えぇ、要因といたしましては、あのぅ、平成２７年度より合併

算定替、いわゆる合併特例措置が終了し、地方交付税が平成３２年度に向けて漸減される

影響がございまして、それが約１億２千５００万円の減でございます。それから平成２７

年度に実施されました国勢調査によります人口減少分の影響もございまして、これが約４

千８００万円。それから基準財政需要額に地方債の元利償還金の一部が算入されます、い

わゆる公債費でございますけれどもこれが約８千６００万円の減というふうに歳入のほ

う見込んでおります。歳出でございますけれども、災害復旧事業や大型の普通建設事業で

あるいこいの村耐震補強事業等が終了した関係上予算規模としては減少しておりますけ

れども、これらの投資的な経費につきましては、国や県の補助金、あるいは起債等の特定

の財源が多くあたっておりまして、これらは一般財源の減少には結びついておりません。

一方、多くの一般財源を必要とします経常経費では、物件費が大きく増加をしております。

特に施設やシステム等の委託料、あるいは賃借料といったものが増加をしております。こ

れらの経常経費につきましては、当初予算で平成２６年度の決算での一般財源所要額に対

して１％減ということで予算編成方針に盛り込ましていただきましたけれども、最終的に

は、まぁ、達成ができていないと言わざるを得ない状況でございます。平成２９年度以降

の予算編成においては、やはりこの経常一般財源の抑制を眼目にすべきというふうに考え

ております。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、財政、あぁ、歳入と歳出のバランスの崩れということであ

りますが、えぇ、まぁ、これにつきましては、あとからまた、えぇ、質問を、したいと

いうにおもっとります。えぇ、それによりまして、財調を取り崩しましたということに

なりますと、えぇ、この度のえぇ、あぁ、、今日の議決が終わった段階での、えぇ、残

りの財調金額はいくらになるでしょうか。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） えぇ、財政調整基金の平成２７年度末の残高としまして

は、今回上程しております３月補正後で５億３千６４７万７千円となります。これから平

成２８年度の当初予算での取り崩し分１億４千３６２万６千円を差し引きますと、残高は

３億９千２８５万１千円の基金残高となる見込みでございます。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 



●山中議員（山中康樹） えぇ、それでは続きまして、えぇ、昨年から１年間かけました、

えぇ、行財政改善審議会から、えぇ、昨年に答申を町長は受けておられると思います。

私もその委員の一人でございましたが、えぇ、この審議会では、えぇ、歳入の確保そし

て歳出の抑制により財政健全化を目指すべきとの答申でございましたが、えぇ、この２

７年度に答申を受け、そしてこの２８年度の予算に反映されると思っておりましたが、

えぇ、残念ながら、まぁ、反映されてないというのが現実でございますが、えぇ、基本

的に執行部に危機感が私はないんではないかというのが、えぇ、１点ございます。が、

えぇ、２８年度、えぇ、説明では、えぇ、今庁舎内で協議ということを聞いておりまし

たが、これは２８年度中には反映ができるのでしょうか、おたずねをいたします。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 社会経済情勢の変化に対応した適切、適正かつ合理的な

行財政の実現を目指して、設置をしていただきました行財政改善審議会の皆さまには、平

成２７年６月２３日まで６回会議を重ねていただきまして、昨年の７月１６日に町長のほ

うへ行財政改善の取り組みについての答申をいただいたところでございます。答申の内容

としましては、事務事業の見直し、公共施設の管理運営等の見直し、組織・機構の見直し

及び定員管理・給与等の適正化、公正・信頼性の確保と透明性の向上ということで、それ

ぞれがまた項目別に具体的な提案をしていただいております。これらの提案につきまして

は、先ほど議員おっしゃいましたように、現在役場内の若手職員で構成するプロジェクト

チームにおきまして、施策への取り込み方法等について検討を行ってきておりまして、平

成２８年度の早い段階で審議会からいただいた答申を本町の行財政運営に反映させたい

と考えております。なお、人件費につきましては、地方公務員の給与制度の総合的見直し

の結果を平成２８年度の当初予算に反映しております。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、それでは続きまして、えぇ、一般家庭も一緒ですが、１年

間にいくら、えぇ、借金をして、そして払っていくかというのが、えぇ、基本的には、

えぇ、起債というものでございますが、えぇ、この起債発行額につきましては、えぇ、

６，７年前から、えぇ、邑南町は５億円以内ということで、えぇ、一般的には普通建設

費用にあてておりますが、えぇ、これの、えぇ、につきまして、えぇ、本年度も、えぇ、

５億以内ということで予算が計上されておりますが、今後、えぇ、歳入不足が、えぇ、

懸念されるという中で、起債発行額の制限について基本的なお考えをおたずねをいたし

ます。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 番外、 

●議長（辰田直久） 日高企画財政課長。 



●日高企画財政課長（日高輝和） 起債の発行制限の考えでございますけれども、えぇ、ま

ず起債の発行制限について、あのぅ、起債の発行制限は平成１９年度の当初予算編成時か

ら導入した、いわゆる普通建設事業へのシーリング、まぁ、これは限度額の設定というこ

とになりますけれども、えぇ、の方法でございまして、平成１９年度から平成２１年度ま

では起債発行額を１０億円以内、一般財源所要額２億５千万円以内とし、平成２２年度以

降は起債発行額５億円以内、一般財源所要額２億５千万円以内というふうにしております。

これは、当時の財政状況にかんがみまして、公債費の増高を抑制するために設けたもので、

平成２８年度当初予算編成においてもこれは踏しゅうをしております。このシーリングを

導入しました平成１８年度当時は、その後の財政状況の悪化が懸念される状況で、いずれ

も平成１７年度の普通会計決算でございますが、起債残高が約２１２億２千８００万円。

公債費の元利償還金が約２７億７千２００万円でございました。これが直近の平成２６年

度の決算では起債残高が１５５億７千５００万円、７千５００万円で、平成１７年度の約

７３％とまで減っております。えぇ、公債費の元利償還金は１９億５千７００万円で、こ

れは８０．７％と、ここ１０年間でかなりの減少をしておる状況でございます。起債の発

行制限の効果が現時点では現れているというふうに認識をしております。普通建設事業が

町内の土木建設業等への影響を考えますと、現時点では当面の間は、この起債発行の限度

を５億円という形で設定して、えぇ、おいても、公債費の、公債費に起因します財政の悪

化という懸念はないというふうに考えております。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、起債発行制限限度額につきましては１０億から今５億とい

うことで、今、えぇ、財政課長の答弁からいきますと、やはり、えぇ、邑南町の財政を

どこでセーブするかというのは、えぇ、最終的にはこの起債発行が、えぇ、の、限度額

ということだというように、まぁ、理解をいたしました。えぇ、その中でもやはり、あ

のぅ、このぅ、１９年から２１年まで、１０億円ということの成果というものが、えぇ、

１７年度の普通会計の決算から言いますと、一般会計で約邑南町には、えぇ、２１２億

３千万の、まぁ、借金というものがありました。えぇ、これがえぇ、１０億という枠を

はめまして、そしてこれを５億に落として、そして現在が約１５５億と、だいたい５６

億ですか、５６億円の町の一般会計の借金は減ってきたと、えぇ、特別会計もございま

すが、これは、えぇ、基本的には、まぁ、２０年とか２５年、長いもので３０年くらい

の長い返済でございますので、えぇ、この度の予算にはあまり影響はしないと思います

が、ま、そういうようなところで起債発行額が当初は年間２７億あまりでしたが、えぇ、

年間公債費として返しておりましたが、えぇ、現在で１９億ということで、えぇ、この

起債の発行につきましては、えぇ、今普通建設事業費の中でもやはり、えぇ、建設関係

に対するあのぅ、いろんなことがあるので、えぇ、今のところは良かろうということで



ございましたが、私はこの起債発行、えぇ、限度額というところよりも、先ほどえぇ、

今年の予算を組むのに計上を一般財源の抑制ができなかったということでございました

が、やはりこの計上一般財源の抑制ということで、えぇ、これはやはり、えぇ、主に、

えぇ、コピー機とかそして保守点検料、そして私たち町民に対しましてはまぁ、補助金

とか各種団体、こういうところに入り込むわけですが、やはり、えぇ、計上一般財源の

抑制というものを、やはり真剣に執行部そして議会も、えぇ、考えていくべき、えぇ、

時だというように思っております。えぇ、もう１点につきましては、えぇ、中期財政計

画の、えぇ、見通しということを挙げておりますが、えぇ、これにつきましては、えぇ、

これはええと、３３年度の現状ということで挙げております。これはまぁ、えぇ、基本

的に推計、あのぅ、いたしましたところ、５年間では、えぇ、新たな事業もしくは、え

ぇ、まぁ、過疎債あたりで３年据え置きの９年というところの償還が始まらん限りあん

まり動かんかなというようなことで、えぇ、この質問に対しましては、えぇ、こちらか

ら、えぇ、おたずねするのは、この２８年度の予算編成のやり方で、えぇ、歳入が、え

ぇ、ほとんど不透明な状態、国が毎年変わります。というような中で、えぇ、歳出が抑

制をしない場合には、１億４千３００万をまず基本的には今年は取り崩しました。そし

て財政調整基金、あぁ、減債基金、これはまぁ、自由に、自由にと言いましょうか、ま

ぁ、くずしゃあくずしてもええわけですが、えぇ、これからも７千万あまり、えぇ、崩

されておりますが、えぇ、基本的には１億４千万の、えぇ、金額を崩して２９年度以後

の予算をまた組んでいくということになりますと、歳入が基本的には約８０％は国、県

に頼っております自主財源の２割あるかないかいう、町の、邑南町の場合、これはこの

３３年度の段階では、単純計算で起債、台帳の基金が枯渇すると、なくなるんではない

かという単純計算が出てまいります。えぇ、私も研究してる間に、あのぅ、この財政調

整基金、だいたいどれぐらいが、えぇ、町として持っておるのが安心かというようなこ

とで、えぇ、だいたい、邑南町の財政状況の場合は一般会計から、６億か７億ぐらいじ

ゃあないか、というように最低邑南町の場合は、えぇ、財調を６億もしくは７億ぐらい

はない限りは、安定した財政運営はできないというのが、えぇ、財調の基金でございま

す。えぇ、そがあなことで、やはり、えぇ、財政的に厳しいということになりますが、

えぇ、最後に町長に対して、この行政運営について、えぇ、お伺いいたしますが、えぇ、

私この度特にこの質問を、えぇ、いたしましたのは、えぇ、矢上高校の未来フォーラム

でしたか、これをケーブルテレビで見ておりましたら、えぇ、矢上高校の生徒さんが、

えぇ、いろいろ邑南町の未来について、えぇ、研究をし発表をされておりました。えぇ、

その中にはグランド整備、もしくは施設ということで何十億という大きな夢もございま

した。しかしながら、その中の生徒さんが、えぇ、今邑南町から矢上高校、もしくは自

分たちは子育て支援、そして矢上高校の振興費ということで、えぇ、たいへん、えぇ、

やってもらってるということで、えぇ、それに対して、えぇ、石橋町長は、えぇ、どう



いうに答えるんかと思っておりましたら、ま、国の金とのいい方で、あのぅ、答えてお

られまして、まぁ、もともと国の金ですが、しかしながら、えぇ、邑南町の子ども、ま

た国のためにということで、支援をしてるという言葉はまぁ、つけだされたわけですが、

今の状態が、社会動態、えぇ、合併後大変きびしい財政の中で町の全体の借金は毎年へ

しております。しかしながら社会動態という人口が初めて増えてきたという成果もあり

ます。これは主に、えぇ、２３年からの５年間のいろいろＡ級グルメを始め子育て支援、

もろもろの成果によって、えぇ、邑南町に定住、そしてまた働き場所の起業起こし、そ

して観光、こういうものが数値目標を上げて、しっかりと出てきました。そして、今後

の５年間、これが地方創生、えぇ、国からの地方創生の金、私はほんとはまぁ、地方創

生あてにはしておりません。これを言いますと怒られますが、国が地方をしっかりと守

るということでございましたら、地方交付税を自由に使ってくださいということで、く

れりゃあいいわけですが、これには制限をかけまして、今ある以上の事業、もしくは、

えぇ、人口対策もろもろの数値目標のしっかりしたものに対してしか出せませんよ、い

うことは今の国の方針は、地方に完全に格差をつけるやり方、格差をつけるということ

は、えぇ、邑南町は町長以下執行部の皆さんの頑張り方によって、このぅ、近辺の町に

比べましたら、いろいろな面で、えぇ、出てきました。やはり、えぇ、町民が安心して

そして安全に暮らせる、５年先、１０年先を目指すためには矢上高校の生徒さんのよう

に、財源というものをしっかり将来に残しながら、そしてやるべきだというように思っ

ております。まぁ、そういうような中で、えぇ、私たち地方、議会人の役割の一つとい

うものは住民にとって、希望のある、やはり未来を提示すること。えぇ、毎年の予算に

あたりましては、ここで初めて行政そして私たち議会が５０、５０の立場で賛成、反対

をいたします。ということは、今後先の邑南町の財政につきましても、私たち現在の１

５名の責任もございます。来年だけいかったらいい、そして５年間いかったらいいでな

しに、やはり邑南町これがえぇ、１０年先、２０年先に安心して暮らせるそのシステム

を私は作るべき、その中で、えぇ、特にこの度の地方創生、そしてまたえぇ、地区別戦

略、この地区別戦略につきましても、全国でも珍しい手法をとられました。えぇ、１２

公民館単位で初めて地域の皆さんが、自ら、えぇ、知恵を出し合って、地域をしっかり

研究してくださいと、えぇ、これにつきまして、町といたしましては、えぇ、今までも

ありましたように、えぇ、最高３００万の４年間、そしてもう一方につきましては、事

業するにあたり５００万というような資金も用意をしておりますが、ということになり

ますと、えぇ、今後５年間のまちづくりの手法によって、えぇ、格差の出る町が出てき

ます。というようなまぁ、一つの心配をしながら、えぇ、私は、えぇ、今後やっぱりブ

レーキをかけながら、アクセルを踏む行政というような恰好で、メリハリを付けた、数

値目標を付けた予算編成というものが必要になっていきますが、えぇ、時間も少なって

まいりましたが、私が、えぇ、今日最後に一般質問をするということで、大変まぁ、議



会のほうやら、周りのほうから、なんか言うんではないかというような雰囲気が大変で

ておりますが、えぇ、まぁ、町長のほうにおたずねいたしますが、えぇ、町長の行政の

今後の考え方、えぇ、なにをやはり重点目標にやっていくかということが１点ございま

すが、えぇ、やはり、１０月には、えぇ、任期満了ということでございます。えぇ、町

長も約１２年間ということになりますと、議会のほうの一般質問で、えぇ、再表明をす

るということでなしに、やはり自らがその決心をした時に、えぇ、それを表明するとい

う立場が私は、えぇ、ベターではないかというように思っておりますが、えぇ、町長の

基本的な、えぇ、行政の在り方等につきまして、えぇ、お考えをおたずねをしたい、終

わりたいと思います。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） あのぅ、今後の行財政運営については、もう、山中議員さんがす

べてを言っていただきましたので、いうことはありませんです。まぁ、そういう今のご

指導を下に一生懸命またやっていくわけでありますが、まぁ、１０月には任期を迎える

わけであります。で、まぁ、そのあとどうするかということも皆さんたぶん関心事だろ

うというふうに、まぁ、思ってるわけであります。えぇ、まぁ、正直申し上げまして、

えぇ、今回とにかくあのぅ、いい予算をつくる、しかもまぁ、キックオフ元年でござい

ますし、いろんな荒波がかぶってる中で、とにかくいい予算を作りたいという思いでず

っとこう来ておりましたので、まぁ、正直、次のことについては十分に私の中では、ま

ぁ、考えていなかったわけであります。えぇ、まぁ、そういう中ではありますけれども、

できるだけ早い時期、まぁ、遅くとも６月議会までには自分の今後のことをですね、え

ぇ、表明をしたいなと思っております。まぁ、それが責任ある態度だというふうに、ま

ぁ、思っておりますが、あぁ、今いろいろと、言葉を裏返せばがんばれとこんな気持ち

もおっしゃっていただいたような気もするわけでございますので、えぇ、できるだけ、

えぇ、前向きにですね、かんがえていかなきゃいけないこの時期なのかなあという、こ

とでございます。まぁ、今後もよろしくお願いいたします。 

●山中議員（山中康樹） 議長。 

●議長（辰田直久） 山中議員。 

●山中議員（山中康樹） えぇ、持ち時間がおわってしまいましたが、えぇ、町長のほうも、

えぇ、基本的に、は、前向きに考えてみたいという明るい、えぇ、答弁だということを

理解をいたしまして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

●議長（辰田直久） 以上で山中議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らせ

ていただきます。再開は午後は１時１５分とさせていただきます。 

―― 午前１１時４９分 休憩 ―― 

 



―― 午後 ２時１６分 休憩 ―― 

～～～○～～～ 
（発言の訂正） 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。さきほど、服部総務課長のほうから３月１０日に行

われました議案第４０号、邑南町行政不服審査会条例の制定についての質疑における答弁

の一部について、発言の訂正の申し出がありましたの、これを許可いたします。 

●服部総務課長（服部導士） えぇ、１０日におこなわれました質疑におきまして、議案第

４０号、邑南町行政不服審査会条例の制定について、８番、大屋委員のほうから罰則規定

についてご質問が有り、私は、職員は厳しい本条例の適用を受けると、お答えを致しまし

たが、正しくは地方公務員法の改正により、４月１日から罰金部分につきまして、３万円

以下が５０万円以下になりますので、同じ内容となります。解答に誤りがあり申し訳ござ

いませんでした。ご訂正をよろしくお願いいたします。 

●議長（辰田直久） ただいま説明のありました、総務課長からの発言の訂正の申し出を許可

することにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって３月１０日に行われた議案第４０号、

邑南町行政不服審査会条例の制定についての質疑における服部総務課長からの発言の訂正

の申し出を許可することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第３ 請願の委員長報告 

●議長（辰田直久） 日程第３、請願の委員長報告を議題といたします。平成２７年第９回定

例会において、請願第４号、国民皆保険制度の維持･発展の意見書提出を求める請願が、教

育民生常任委員会に付託されております。この審査結果について、委員長の報告を求めま

す。石橋教育民生常任委員長。 
（委員長登壇） 

●石橋教育民生常任委員長（石橋純二） えぇ、請願の付託を頂いておりました、審査を行い

ましたので報告をさせて頂きます。平成２８年３月１７日、邑南町議会議長、辰田直久様、 

 教育民生常任委員会委員長石橋純二、請願審査報告書、本委員会に付託された請願を審査

した結果、下記のとおり決定したので、会議規則第９３条第１項の規定により報告をいた

します。記、請願審査報告について、受理番号、請願第４号、付託年月日、平成２７年１

２月８日、件名、国民皆保険制度の維持・発展の意見書提出を求める請願でございます。 

審査結果は不採択でございます。 委員会の意見、この請願は、島根県保険医協会会長岩田

兼正氏より提出されたものでございます。昨年５月成立した医療保険制度改革関連法は必

要な医療を必要なだけ保障することを旨とする、皆保険制度を後退させるものであり、従

来の制度を維持･発展させることを求める内容であります。委員会で審査したが内容に不明



な点があり、紹介議員を通じ改めて詳細説明を求めたが期限内に説明がございませんでし

た、よってこの請願は不採択といたしまし。以上でございます。 
●議長（辰田直久） 以上で委員長報告は、終了いたしました。委員長報告に対する質疑はあ

りませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、質疑を終わります。 
（委員長降壇） 

●議長（辰田直久） これより、討論に入ります。本件に対する委員長報告は不採択です。し

たがって、討論は、原案である請願第４号に対する賛成討論から始め、反対討論、賛成討

論と交互に行います。始めに、請願第４号への賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 反対討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。本件に対

する委員長報告は不採択とすべきものであります。したがって、原案について採決します。 

請願第４号、国民皆保険制度の維持･発展の意見書提出を求める請願を、採択とすることに

賛成の方の挙手を求めます。 
（挙手なし） 

●議長（辰田直久） 賛成なし。したがって、請願第４号、国民皆保険制度の維持･発展の意

見書提出を求める請願につきましては、不採択とすることに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第４ 議案の討論・採決 

●議長（辰田直久） 日程第４、議案の討論、採決。これより、議案の討論、採決に入ります。 
始めに、議案第６号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） 全員賛成、したがって、議案第６号、指定管理者の指定につきましては、

原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第７号に対する討論に入ります。始

めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第７

号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） 全員賛成したがって、議案第７号、指定管理者の指定につきましては、

原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第８号に対する討論に入ります。 

始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第８

号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第８号、指定管理者の指定につきま

しては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第９号に対する討論に入り

ます。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第９

号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第９号、指定管理者の指定につきま

しては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１０号に対する討論に入

ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

０号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１０号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１１号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 



●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

１号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１１号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１２号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

２号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１２号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１３号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

３号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがいまして、議案第１３号、指定管理者の指定に

つきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１４号に対する討

論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

４号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１４号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１５号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

５号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１５号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１６号に対する質疑に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

６号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１６号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１７号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

７号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１７号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第１８号に対する討論に

入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

８号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１８号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。 



●議長（辰田直久） つづきまして、議案第１９号、指定管理者の指定についての討論にあ

たり、中村議員の除斥について採決いたします。お諮りします。議案第１９号につきま

しては、中村議員に直接の利害関係のある事件と認められますので、地方自治法第１１

７条の規定によって除斥したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。よって、中村議員を除斥することに決定をいた

しました。中村議員の退場を求めます。 

（除斥議員退場） 

●議長（辰田直久） それでは、議案第１９号に対する討論に入ります。始めに、反対討論

はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第１

９号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第１９号、指定管理者の指定につき

ましては、原案のとおり決定をいたしました。ここで、退場されております中村議員の入

場を求めます。 

（除斥議員入場） 

●議長（辰田直久） つづきまして、議案第２０号、指定管理期間の変更についての討論に

あたり、山中議員、三上議員の除斥について採決いたします。お諮りします。議案第２

０号については、山中議員、三上議員に直接の利害関係のある事件と認められますので、

地方自治法第１１７条の規定によって、除斥したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。よって、山中議員、三上議員を除斥することに

決定をいたしました。山中議員、三上議員退場を求めます。 

（除斥議員退場） 

●議長（辰田直久） それでは、議案第２０号に対する討論に入ります。始めに、反対討論

はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

 



●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

０号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２０号、指定管理期間の変更につ

きましては、原案のとおり決定をいたしました。ここで、退場されております山中議員、

三上議員の入場を求めます。 

（除斥議員入場、着席） 

●議長（辰田直久） つづきまして、議案第２１号、指定管理期間の変更についての討論に

ついては、地方自治法第１１７条の規定によって、宮田議員、日野原議員、そして私は

除斥となります。宮田議員、日野原議員の退場を求めます。私も退場いたしますので、

議事進行を副議長にお願いをいたします。 

（除斥議員退場） 

●大和議員（大和磨美） 除斥の議決はいらないのですか。 

●議長（亀山和巳） 三上事務局長 

●三上事務局長（三上直樹） 失礼致します。私のほうから説明させて頂きます。あの、除

斥を諮っておりますのは、他にも関係する議員さんがいらっしゃる場合に、この方だけ

を除斥してよろしいかと言うことについてお諮りをしております。この議題につきまし

ては、該当になられる方以外に除斥に該当するような議員さんがおられませんので、言

い切りをさせて頂くのが通例になっておりますので、よろしくお願い致します。 

●議長（亀山和巳） よろしいでしょうか。 

●大和議員（大和磨美） はい。 

●議長（亀山和巳） それでは、議案第２１号に対する討論に入ります。始めに、反対討論

ありますか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（亀山和巳） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（亀山和巳） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

１号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（亀山和巳） はい、全員賛成、したがって、議案第２１号、指定管理期間の変更につ

きましては、原案のとおり決定をいたしました。ここで、退場されております宮田議員、

日野原議員、辰田議員の入場を求めます。私の議事進行はここで終えさせていただきます。 

（除斥議員入場） 

●議長（辰田直久） 続きまして、議案第２２号に対する討論に入ります。始めに、反対討

論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

２号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２２号、邑南町職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続き

まして、議案第２３号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

３号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２３号、邑南町議会の議員その他

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正につきましては、原案のとおり決

定をいたしました。続きまして、議案第２４号に対する討論に入ります。始めに、反対討

論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

４号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２４号、邑南町職員の給与に関す

る条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案

第２５号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

５号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２５号、邑南町人事行政の運営等



の状況の公表に関する条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第２６号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

６号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２６号、邑南町の一般職の任期付

職員の採用等に関する条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第２７号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

７号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２７号、邑南町固定資産評価審査

委員会条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、

議案第２８号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

８号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２８号、邑南町税条例の一部改正

につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第２９号に対する

討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第２

９号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 



●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第２９号、邑南町斎場条例の一部改

正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第３０号、邑南

町立障害者支援施設条例の一部改正について、の討論については、地方自治法第１１７条

の規定によって、宮田議員、日野原議員、そして私は除斥となります。宮田議員、日野原

議員の退場を求めます。私も退場いたしますので、議事進行を副議長にお願いをいたしま

す。 

（除斥議員退場） 

●議長（亀山和巳） それでは、議案第３０号に対する討論に入ります。始めに、反対討論

はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（亀山和巳） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（亀山和巳） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

０号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（亀山和巳） はい、全員賛成、したがって、議案第３０号、邑南町立障害者支援施設

条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。ここで、退場されて

おります宮田議員、日野原議員、辰田議員の入場を求めます。私の議事進行はここで終え

させていただきます。 

（除斥議員入場） 

●議長（辰田直久） つづきまして、議案第３１号、邑南町地域支援センター条例の一部改

正についての討論にあたり、山中議員、三上議員の除斥について採決いたします。お諮

りします。議案第３１号については、山中議員、三上議員に直接の利害関係のある事件

であると認められますので、地方自治法第１１７条の規定によって、除斥したいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。よって、山中議員、三上議員を除斥することに

決定をいたしました。山中議員、三上議員の退場を求めます。 

（除斥議員退場） 

●議長（辰田直久） それでは、議案第３１号に対する討論に入ります。始めに、反対討論

はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３



１号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３１号、邑南町地域支援センター

条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。ここで、退場されて

おります山中議員、三上議員の入場を求めます。 

（除斥議員入場） 

●議長（辰田直久） 続きまして、議案第３２号に対する討論に入ります。始めに、反対討

論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

２号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３２号、邑南町医療福祉従事者確

保奨学基金条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまし

て、議案第３３号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

３号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３３号、邑南町町営住宅管理条例

の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第３４

号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

４号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３４号、邑南町特定公共賃貸住宅

管理条例の一部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議

案第３５号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

５号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３５号、邑南町水道給水条例の一

部改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第３６号に

対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

６号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３６号、邑南町下水道条例の一部

改正につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第３７号に対

する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

７号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３７号、邑南町土地開発基金条例

の廃止につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第３８号に

対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

８号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３８号、邑南町農地有効利用支援

整備事業分担金徴収条例の廃止につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続き



まして、議案第３９号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第３

９号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第３９号、邑南町団体営農業基盤整

備促進事業分担金徴収条例の廃止につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続

きまして、議案第４０号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

０号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４０号、邑南町行政不服審査会条

例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第４１号

に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

１号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４１号、行政不服審査法の改正に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしまし

た。続きまして、議案第４２号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありません

か。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

２号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 



●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４２号、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につきましては、

原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第４３号に対する討論に入ります。 

始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

３号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４３号、邑南町職員の退職管理に

関する条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案

第４４号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

４号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４４号、一般財団法人地域活性化

センターへの研修派遣に係る職員に支給する手当に関する条例の制定につきましては、原

案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第４５号に対する討論に入ります。始

めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

５号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４５号、邑南町まち・ひと・しご

と創生基金条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、

議案第４６号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 



●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

６号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４６号、邑南町地区別戦略資金貸

付基金条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案

第４７号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

７号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４７号、邑南町土地基盤整備事業

分担金徴収条例の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、

議案第４８号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

８号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４８号、邑南町第２次総合振興計

画の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第４９号

に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第４

９号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第４９号、邑南町過疎地域自立促進

計画の制定につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第５０

号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

０号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、議案第５０号、邑南町地域保健福祉計画の一部変更に

つきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第５１号に対する討

論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

１号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５１号、工事請負契約の変更契約

の締結につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第５２号に

対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

２号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５２号、平成２７年度邑南町一般

会計補正予算第７号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議

案第５３号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

３号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５３号、平成２７年度邑南町国民

健康保険事業特別会計補正予算第４号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第５４号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 



●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

４号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、議案第５４号、平成２７年度邑南町国民健康保険直営

診療所事業特別会計補正予算第３号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第５５号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

５号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５５号、平成２７年度邑南町後期

高齢者医療事業特別会計補正予算第３号につきましては、原案のとおり決定をいたしまし

た。続きまして、議案第５６号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありません

か。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

６号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５６号、平成２７年度邑南町簡

易水道事業特別会計補正予算第４号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第５７号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

７号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５７号、平成２７年度邑南町下水

道事業特別会計補正予算第４号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続き



まして、議案第５８号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

８号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第５８号、平成２７年度邑南町電気

通信事業特別会計補正予算第４号につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続

きまして、議案第５９号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
●大和議員（大和磨美） 議長。 

●議長（辰田直久） １番、大和議員。 
●大和議員（大和磨美） 私は、議案第５９号、平成２８年度邑南町一般会計予算にいて、に

対し、反対の立場で意見を述べます。この予算案の内、地区別総合戦略の実現に重点を置

き、現在危惧されている、人口減に歯止めをかけ、地域住民が一体となり、持続可能なま

ちづくりを目指していること。国からの地方交付税が減額される厳しい財政状況の中で、

福祉関係予算、及び教育予算を削減せずに工夫して予算を組んだこと、それから、地域住

民の願いであった、中学校の体育館の修繕、小学校の校舎の修繕などがきちんと盛り込ま

れていることなどにおいては、町民の期待に応えられるものと評価します。しかしながら、

農業政策においては、今後予想されるＴＰＰへの対策や、米の価格保証、所得補償対策が

行われておらず、不十分と言わざるをえません。また、依然として特定の同和団体への根

拠無き補助も続けており、この点において納得がいきません。以上の理由により、私は本

議案について反対します。 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

●瀧田議員（瀧田均） 議長、２番。 

●議長（辰田直久） ２番、瀧田議員。 
●瀧田議員（瀧田均） ２番、瀧田均です。議案第５９号、平成２８年度邑南町一般会計当初

予算案にいて、賛成の立場で討論を致します。平成２８年度の一般会計当初予算案は１１

４億３千３００万円が計上されています。前年度当初予算に比べ３億３千２００万円の減

額で有り、率にして２．８％の減となっています。これは災害復旧事業が終了すること、

いこいの村耐震補強改修事業が完了したこと等が、減額の主な要員となっています。平成

２８年度は邑南町第２次総合振興計画のスタート年であるとともに、地方創生に向け、邑

南町版総合戦略を具体化する重要な年であります。厳しい財政状況にある中、国県の交付

金や、補助金等の活用で、地方創生の財源を確保し、将来の人口ビジョンを目指してスタ

ートを切るという積極的予算となっています。予算案で評価できることとして主に３点を



申しあげます。一つ目は、人口減少対策として、邑南町版総合戦略の実現のための予算が

確保されていることです。具体的には１２公民館単位の地区別戦略実現を目指す補助事業、

が設定されること。定住支援関係では、定住支援コーディネーターの配置、矢上高校魅力

化事業、空き家改修事業等の各種事業が継続して実施されること。子育て支援としては従

来の支援に加え、新たな保育料軽減事業の導入やファミリーサポートセンター事業の新設

がなされること。仕事づくりにおいては、活力ある農業づくり事業、起業支援事業、地域

おこし協力隊を活用した農林商工関係事業の充実に取り組む事等の、予算が計上されてい

ます。２つ目は、８．２４豪雨災害やいこいの村耐震改修事業の終了により、建設関係事

業費が減額となる中、道路新設改良事業では、中断していた路線の工事再開や、新規改良

事業の実施や、教員住宅の建設、住宅ストック改善事業の拡充、そして学校の改修等にも

配意され、一定の普通建設事業費も盛り込まれています。３つ目は、携帯電話不感地区の

対策を始め、生活交通対策や文化財の保全事業など地域の要望事業にも予算配分がされて

います。一方、今予算案には課題があることも指摘しておかなければなりません。地方交

付税の減額などにより、一般財源の確保が困難となり、財源確保のための財政調整基金の

取崩しが必要となるなど、将来の財政運営に不安を抱える状況にあります。今後地方創生

関連の各種事業を実施するに当たり、有利な財源を確保すると共に、財政健全化に向けた

行財政改善の取組も平行して進めなくてはならないものであります。明日（みらい）が見

える地域が輝く邑南戦略を目指すため、地区別戦略を始め、総合戦略の推進に当たっては

町民と町との協働の取組を大切にし、維持可能な地域運営の仕組みづくりを一層進めるべ

きと考えています。以上課題も述べさせて頂きましたが、総じて邑南町の発展のために有

益な予算案となっています。議員各位には平成２８年度一般会計当初予算案に賛同頂きま

すようお願い申しあげ、賛成討論と致します。 
●議長（辰田直久） 次に、反対討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第５

９号に賛成の方の挙手を求めます。 
（挙手多数） 

●議長（辰田直久） はい、賛成多数、したがって、議案第５９号、平成２８年度邑南町一般

会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議案第６０号

に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 



●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

０号に賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手多数） 
●議長（辰田直久） はい、賛成多数、したがって、議案第６０号、平成２８年度邑南町国民

健康保険事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまし

て、議案第６１号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

１号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６１号、平成２８年度邑南町国民

健康保険直営診療所事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。

続きまして、議案第６２号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

２号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員多数） 
●議長（辰田直久） 賛成多数、したがって、議案第６２号、平成２８年度邑南町後期高齢者

医療事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、

議案第６３号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

３号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６３号、平成２８年度邑南町簡易

水道事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、

議案第６４号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 



（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

４号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６４号、平成２８年度邑南町下水

道事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。続きまして、議

案第６５号に対する討論に入ります。始めに、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

５号に賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 
●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６５号、平成２８年度邑南町電気

通信事業特別会計予算につきましては、原案のとおり決定をいたしました。以上で、議案

第６号から議案第６５号までの討論はすべて終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 

●議長（辰田直久） 日程第５、議案の上程、説明、質疑、討論、採決に入ります。本日、町

長から、議案第６６号、広島県安芸高田市の公の施設を区域内に設置することに関する協

議について、議案第６７号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者

負担に関する条例の一部改正についての２議案が提出されましたので、これを議題といた

します。提出者から提案理由の説明を求めます。 
●石橋町長(石橋良治）番外。 
●議長（辰田直久） 石橋町長 
●石橋町長(石橋良治） 議案第６６号、広島県安芸高田市の公の施設を区域内に設置するこ

とに関する協議についてでございますが、広島県安芸高田市の有償旅客バスを町民が利用

することに関しての協議を行うものでございます。詳細につきましては、定住促進課長か

ら説明させますのでよろしくお願いします。 

（第６６号 定住促進課長説明） 

●原定住促進課長（原修）  番外。 
●議長（辰田直久） 原定住促進課長 
●原定住促進課長（原修） 議案第６６号、広島県安芸高田市の公の施設を区域内に設置する

ことに関する協議について、をご説明申しあげます。本議案は、昨年の１２月議会で、安

芸高田市の公の施設を邑南町民が利用することに関する協議について、を議決いただきま



したが、それを受け、安芸高田市議会でも１２月２２日付で議決され、その後協議書を交

わしました。今回は、それを受けて、安芸高田市議会で、公の施設の区域外設置に関する

邑南町との協議について、の議案が上程され、３月９日の議決後、当町に協議依頼書が送

付されたので、本日、この議案を追加提案するものであります。議案書をご覧ください。

読みあげます。広島県安芸高田市の公の施設を区域内に設置することに関する協議につい

て、地方自治法第２４４条の３第１項の規定により、下記のとおり高田市の公の施設を区

域内に設置することについて協議するため、同条条第３項の規定により議決を求める。記、

１、区域内に設ける公の施設、安芸高田市自家用有償旅客運送条例第３条第１号に規定す

る友愛とろっこ便の邑南便の一部、これは次ページに別紙区域図を添付しておりますので

ご参照ください。２、設置の目的、邑南町の区域内において、道路運送法第７８条の規定

に基づく自家用自動車による有償運送事業を行うため。３、設置場所、邑南町内の一部、

これについても別紙区域図のとおりです。４、経費の負担、運行及び維持管理等に要する

経費の負担については、次のとおりとする。（１）運行の経費は、安芸高田市が負担する。

（２）乗降場所の施設整備及び維持管理に要する経費は、邑南町が負担する。５、施設の

利用、施設は、条例の定めるところにより安芸高田市美土里町の智教寺地域及び大所地域

並びに邑南町久喜の百石集落に住所を有する者の住民の利用に供するものとする。６、そ

の他事項、その他必要な事項は、両市町で協議して定める。平成２８年３月１７日提出、

というものであります。議決いただければ、その後協議書を交わす予定であります。なお、

これにより、法的な手続きは終了し、４月１日より友愛とろっこ便の運行に対し、邑南町

久喜の百石集落の方の利用ができるようになります。以上、地方自治法第２４４条の３第

３項の規定により、議会の議決を求めるものであります。よろしく、お願いいたします。 

●石橋町長(石橋良治）番外。 
●議長（辰田直久） 石橋町長 
●石橋町長(石橋良治） 議案第６７号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の利用者負担に関する条例の一部改正についてでございますが、これは子ども子育て支援

法施行令の一部改正に伴う改正でございます。詳細につきましては、福祉課長から説明さ

せますのでよろしくお願いします。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 沖福祉課長 
●沖福祉課長（沖幹雄） 議案第６７号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の利用者負担に関する条例の一部改正についてご説明いたします。今回の条例改正は、国

の保育料等の軽減策にもとづき、別表を改正しようとするものでございます。なおこの、

改正内容につきましては国の軽減策でございますが、３月１４日付けのメールで確定した

内容が届きましたので、今回追加提案するものでございます。新旧対照表をお開き下さい。

新旧対照表は全部で９ページございますが、最初の１ページから４ページの３行目にかけ



ましては、これは保育の必要のない子どもさん、いわゆる１号認定と呼ばれるものですが、

これを利用された場合の負担額の表でございます。現在邑南町では該当ございません。ま

ず改正しますのは、表の下の備考の部分でございます。具体的には２ページをご覧くださ

い。今までの第２号は第４号の方へ移動し、新たに第２号、第３号を加えます。新たな第

２号では表の読み替えを規定しています。本来は１ページから２ページにかけての表を使

いますが、この①のひとり親世帯、れから②の在宅障害児、者のいる世帯、３ページにい

っていただきまして③その他の生活保護世帯等に該当する方で、第２階層に該当する場合

は無料、第３階層に該当する場合は７，５５０円とするものでございます。さらに、３ペ

ージの下のところの第３号でございますが、国の軽減制度の改正によるものでございます。

子どもさん等が複数おられる世帯で、これまでは１８歳未満で、２人目以降の方の減額で

したが、今回所得割課税額が７７，１０１円未満の世帯は、これには１８歳未満という年

齢の制限をなくして判断されることになるものでございます。続いて４ページでございま

す。一番上のところですが、これまでの第２号を第４号としております。ここではこれま

で通り１８歳未満までという基準を残しております。続いて、４ページから最後のページ

までが、２号認定、３号認定の子どもさんが利用された場合の保育料について定めた表で

ございます。４ページから６ページまでは変わりません。７ページをご覧ください。最後

の行でございますが、母子世帯等をひとり親世帯と改めるようにしてあります。８ページ

は変更ありません。９ページをご覧下さい。９ページの表は、さきほどと同じように読み

替え規定でございます。これにつきましても７ページから８ページにかけての、①ひとり

親世帯、②在宅障害児者のいる世帯、③生活保護世帯等に該当する場合は、それぞれ該当

する金額にこの表によって減額されます。国の軽減制度にならい、現行の半額にしようと

するものでございます。それから第５階層、第６階層につきましても、読み替えて減額す

る規定を新設しております。９ページの後半の部分でございますが、現在の第５号を第６

号にし、新たな第５号でございますが、国の制度変更による改正でございます。子どもさ

ん等が複数おられる世帯で、子どもさんの判断をする場合、所得割課税額が５７，７００

円未満の世帯は、１８歳未満という条件をはずすものでざいます。また、ひとり親世帯等

の場合はかっこ内でございますが、所得割課税額が７７，１０１円未満の場合に１８歳未

満という年齢の条件をはずして判断するものでございます。最後に、これまでの第５号を

第６号としております。ここでは、国に順じ、引き続き１８歳未満という条件を付してお

ります。条例本文のほうに帰っていただきまして、この一部改正の施行日は平成２８年４

月１日としております。よろしくお願いいたします。 

●議長（辰田直久） 以上で、提出者からの提案理由の説明が終わりました。これより、議案

第６６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 
●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６６号の質疑を終わります。続きまして、議



案第６７号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、議案第６７号の質疑を終わります。これより、議案

の討論、採決に入ります。議案第６６号に対する討論、反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

６号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６６号、広島県安芸高田市の公の

施設を区域内に設置することに関する協議につきましては、原案のとおり決定をいたしま

した。続きまして、議案第６７号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 
（「ありません」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案第６

７号に賛成の方の挙手を求めます。 
（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって、議案第６７号、邑南町特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部改正につきましては、原案の

とおり決定をいたしました。ここで、休憩に入らせていただきます。再開は午後２時４０

分とさせていただきます。 
―― 午後２時２２分 休憩 ―― 

（追加日程の配布） 
―― 午後２時４３分 再開 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程の追加 議長発議 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。ここでお諮りをいたします。先ほど、町長から、議

案第６８号が提出されました。これを日程に追加し、追加日程第１として、日程の順序を

変更し、直ちに議題にいたしたいと思います。これにご異議はありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって、議案第６８号を日程に追加し、追加

日程第１として、日程の順序を変更し、直ちに議題とすることに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 



追加日程第１ 町長提出議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
●議長（辰田直久） 追加日程第１、町長提出議案の上程、説明、質疑、討論、採決を行い

ます。議案第６８号、副町長の選任の同意についてを議題といたします。提出者からの提

案理由の説明を求めます。 

●石橋町長（石橋良治）議長。 

●議長（辰田直久） 石橋町長 

●石橋町長（石橋良治）議案第６８号、副町長の選任の同意についての提案理由について

ご説明申し上げます。桑野修副町長より辞職願の申出があり、受理いたしました。そのた

め欠けることになる副町長につきまして、人選を終えましたので、本議案を提出するもの

であります。本議案は、副町長に、日高輝和氏を選任いたしたく、議会の同意を求めるも

のでございます。なお任期は２８年４月１日より４年間の任期であります。ここで、日高

輝和氏をご紹介したいと思います。日高氏は、昭和５７年８月、旧瑞穂町役場に奉職され、

平成１４年７月から三町村合併協議会事務局に勤務となり、そして合併後の邑南町役場に

おいては、生涯学習課社会教育係長、定住企画課長補佐、企画財政課長補佐、そして平成

２５年４月から企画財政課長と歴任され、その重責を果たしてこられました。人格・識見

ともに優れ、実行力、指導性に富み、地域の人望もきわめて厚い方でありまして、また、

豊富な経験をお持ちの方でもあり、副町長として活躍していただきたいと思い、邑南町副

町長に選任いたしたく、ご同意を賜りますよう、お願い申し上げます。以上でございます。 

●議長（辰田直久） 以上で、提出者からの説明は終了いたしました。これより、議案第６

８号に対する質疑に入ります。議案第６８号に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようでございますので、議案第６８号に対する質疑を終わりま

す。これより、討論、採決に入ります。議案第６８号に対する反対討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 賛成討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 無いようでございますので、討論を打ち切り、これより採決に入りま

す。議案第６８号について、原案に同意することに賛成の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 

●議長（辰田直久） はい、全員賛成、したがって議案第６８号、副町長の選任の同意につ

きましては、原案に同意することに決定をいたしました。ここで、退席者の入場を求め

ます。 

（退席者入場） 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第６ 閉会中の継続審査・調査の付託 



●議長（辰田直久） ただいまの結果につきましては、原案に同意することに決定をいたし

ましたのでお知らせいたします。日程第６、閉会中の継続審査及び調査の付託について

を議題といたします。各委員長よりお手元に配付しておりますとおり、閉会中の継続審査、

調査の申し出がありました。お諮りをいたします。各委員長の申し出のとおり、これを閉

会中の継続審査、調査に付することに、ご異議はございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって、各委員長の申し出のとおり、これを

閉会中の継続審査、調査に付することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第７ 議員派遣について 

●議長（辰田直久） 日程第７、議員派遣についてを、議題といたします。お諮りをいたしま

す。邑南町議会会議規則第１２６条の規定により、お手元に配布のとおり、議員を派遣い

たしたいと存じます。これに、ご異議はございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣につきましては、お手元に

配布のとおり、議員を派遣することに決定をいたしました。 

～～～～～～～○～～～～～～～ 
閉会宣告 

●議長（辰田直久） 以上で、本定例会に付議されました案件は全て議了いたしました。お諮

りをいたします。本定例会に付議されました案件は全て議了いたしましたので、本日をも

って閉会といたしたいと思います。これにご異議はございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって、本定例会は本日をもって閉会するこ

とに決定をいたしました。以上をもちまして、本日の会議を閉じます。これをもちまして、

平成２８年第３回邑南町議会定例会を閉会といたします。ご苦労さまでございました。 
 
 

―― 午後２時５０分 閉会 ―― 
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